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近
代
的
な
意
味
で
の
修
復
の
概
念
は、
十
八
世
紀
に
遡
る
が、
し
か
し、

古
代
よ
り
こ
の
か
た、
現
在
の
基
準
と
一
致
す
る
や
り
方
で
は
な
い
に
せ
よ、

し
ば
し
ば
修
復
と
似
た
結
果
を
伴
う
美
術
作
品
へ
の
介
入
の
実
施
例
が
知
ら

れ
て
い
る。
と
は
い
え、
も
っ
と
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
の
は、
作
品
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ

や
美
的
価
値
を
全
く
顧
慮
し
な
い
作
品
の
改
寵
や
修
正
で
あ
っ

た。
し
か
し
こ
こ
で
は、
こ
の
種
の
介
入
に
つ
い
て
も
考
察
の
対
象
と
す
る

と
い
う
の
も、
そ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
今
日
の
修
復
の

諸
原
則
は
成
立
し
た
か
ら
で
あ
軒 。

こ
と
に
し
た
い。

古
典
古
代

古
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ
l

マ
人
は

正
真
正
銘
の
修
復
よ
り
も
（
そ
れ

に
つ
い
て
は
若
干
の
証
言
が
残
っ
て
い
る
が） 、
美
術
作
品
の
保
存
に
と
り
わ

け
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る。
こ
う
し
た
関
心
は、
美
術
家
に
よ
る
細
心

の
材
料
の
選
択
や、
美
術
作
品
に
施
さ
れ
た
維
持
管
理
の
た
め
の
処
置
に
よ

く
示
さ
れ
て
い
る。
ま
た
古
代
以
降 、
盗
難
や
戦
争
に
よ
っ
て
破
損
し
た
美

術
作
品
に
対
し
て
処
置
が
な
さ
れ
た
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る。
た
と
え
ば、

ク

リ

ュ

セ

レ

フ

ァ

シ

テ

ィ

ノ

ス

ア
テ
ネ
で
は
有
名
な
黄
金
象
牙
彫
像
の
《
ア
テ
ナ
・

パ
ル
テ
ノ
ス》
に
対
し

て

ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
際
に
盗
ま
れ
た
表
面
の
金
箔
の
貼
り
直
し
が
行

わ
れ
た。

プ
リ
ニ
ウ
ス
（『
博
物
誌』
第
三
十
五
巻）

（『
建

と
ウ
ィ
ト

ル
ウ
ィ
ウ
ス

築
書』
第
二
書）
か
ら
は、
壁
画
が
「
ア
・

マ
ッ
セ
ツ
ロ
胆
田
虫
色目。」

壁

画を壁体ごと切断し剥離する方法〕
で
切
り
取
ら
れ
た
こ
と 、
ま
た
こ
の
よ

う
に
し
て
剥
が
さ
れ
た
壁
画
の
い
く
つ
か
が
ス
パ
ル
タ
か
ら
ロ
l

マ
に
運
ば

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。
正
真
正
銘
の
絵
画
修
復
も
し
ば
し
ば
な
さ
れ
た。

実
際
プ
リ
ニ
ウ
ス
が
記
述
す
る
と
こ
ろ
で
は、
あ
る
無
名
の
画
家
が、
ネ
ロ

帝
よ
り
ア
ペ
レ
ス
の
有
名
な
《
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ》
の
修
復
を
命
じ
ら
れ
た
と

き、
彼
は
自
分
の
技
量
が
ア
ペ
レ
ス
の
高
さ
に
及
ば
な
い
こ
と
を
直
感
し
て、

」
の
仕
事
を
断
っ
た
と
い
う
（
誠
実
な
職
業
精
神
を
示
す
興
味
深
い
例
と
い

え
る） 。

彫
像
の

の
除
去
と
再
塗
布 、
あ
る
い
は
壷
の
破

「
ガ
ノ
l

シ
ス
m
B
22」

片
を
金
属
の
鍵
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
は、
頻
繁
に
行
わ
れ
た。
概
し
て、

古
典
古
代
で
は
美
術
作
品
へ
の
介
入
は、
カ
ジ
ャ
l

ノ
・

デ
・

ア
ゼ
ヴ
ェ
l

ド
が
主
張
す
る
よ
う
に、
「
作
品
の
芸
術
的
価
値
よ
り
も
そ
の
主
題
に
関
連
し

て、
被
っ
た
損
傷
を
修
理
す
る」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た、

が
で
き
よ
う。

と
い
う
こ
と

中
世

中
世
初
期
に
お
い
て
は

と
り
わ
け
異
民
族
の
侵
入
が
原
因
で、
美
術
作

口問
へ
の
「
介
入」
は
本
質
的
に
破
壊
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
が、
そ
れ

に
続
い
て、
略
奪
品
の
材
料
の
再
利
用
や
合
成
変
形
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た。

東
ロ
l

マ
帝
国
で
は、
七
二
六
年
に
皇
帝
レ
オ
三
世
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

八
四
三
年
ま
で
続
い
た
聖
像
破
壊
に
よ
っ
て、
多
く
の
美
術
作
品
が
破
壊
さ

れ、
改
宣
さ
れ
た 。
こ
の
「
異
端」
は
厳
格
な
偶
像
否
定
を
主
張
し
た
た
め、

多
く
の
キ
リ
ス
ト

像
や、
聖
母
像、
聖
人
像
が
破
壊
さ
れ、
単
純
な
十
字
架

や
装
飾
モ
テ
ィ
l

フ
に
取
っ
て
替
え
ら
れ
た。
和一一

保ww駆

の
時
代
が
終
わ
る

と、
人
物
を
表
わ
す
図
像
が
復
活
す
る
例
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た。
た
と
え

( 2 ) 



No.33 (2003) 愛知県立芸術大学紀要

ば、
テ
サ
ロ
ニ
キ
の
ハ
ギ
ア・
ソ
フ
ィ

ア
聖
堂
で
は、
七
八
O
年
か
ら
七
九

七
年
に
大
司
教
テ
オ
フ
ィ

ル
ス
が
作
ら
せ
た
十
字
架
（
そ
の
二
つ
の腕
木
の

残
欠
が
今
も
か
い
ま
見
え
る）
が、
現
在
見
ら
れ
る
聖
母
マ
リ
ア
像
に
改
変

さ
れ
た。

中
世
後
期
に
は、
美
術
作
品
に
対
す
る
初
期
の
「

修
復」
の
介
入
は
信
伸

的
性
質
を
帯
び
て
い
た。
つ
ま
り、
そ
れ
は
聖
画
像
を
保
存
し
た
り、
場
合

に
よ
っ
て
は
新
し
い
趣
味
に
合
わ
せ
て
改
変
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
手
直
し

で
あ
っ
た。
た
と
え
ば、
コ
ッ
ポ・
デ
ィ・
マ
ル
コ
ヴ
ア

ル
ド

作
の
有
名
な

オ
ル
ヴ
ィ
エ
l
ト
の
聖
母
子
像
は、
そ
の
制
作
の
わ
ず
か
数
十
年
後
に
広
範

囲
に
わ
たっ
て
描
き
直
さ
れ
て
い
る。

シ
エ
ナ
で
は、
彫
像
や
板
絵
の
保
存
作
業
の
た
め
の
十
四
世
紀
の
支
払
い

ま
た
同
じ
十
四
世
紀
に
は、
ピ
サ
の
カ
ン
ポ

受
領
証
が
発
見
さ
れ
て
い
る。

サ
ン
ト
の
い
く
つ
か
の
フ
レ
ス
コ
画
が
修
理
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る。

一
方、
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
で
は、
一
三
一
O
l

二
O
年
以
降
（
ジ
ヨ
ッ
ト

様
式

が
普
及
し
始
め
た
時
期） 、
し
ば
し
ば
古
い
絵
画
は、
手
直
し
さ
れ
る
か
わ
り

に、
新
し
い
絵
に
取っ
て
替
え
ら
れ
た。

民
衆
の
暴
動
や
政
治
権
力
の
転
覆
に
よ
っ
て 、
数
多
く
の
作
品
が
傷
つ
け

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た。
ロ
レ
ン
ツ
エ
ツ
テ
ィ
の
壁
画
《
善
政》
（
シ
エ
ナ
市

庁
舎）
は
一
三
六
八
年
の
内
乱
で
損
傷
を
受
け、
リ
ミ
ニ
の
サ
ン・
ド
メ
ニ

コ
聖
堂
に
あ
る
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
工
房
作
の
祭
壇
画
は、
マ
ラ
テ
ス
タ
家
の

岡
市
か
ら
の
追
放
後、
画
面
に
描
か
れ
て
い
た
マ
ラ
テ
ス
タ
一
門
の
寄
進
者

の
像
が
周
到
に
消
し
去
ら
れ
た。
同
様
の
こ
と
は、
六
世
紀
に
ラ
ヴ
エ
ン
ナ

の
新
た
な
支
配
者
と
な
っ
た
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
人
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
お
り、

サ
ン
タ
ポ
リ
ナ
l
レ・
ヌ
オ
！

ヴ
オ
聖堂
の
モ
ザ
イ
ク
に
描
か
れ

彼
ら
は、

て
い
た
テ
オ
ド
リ
ッ
ク
帝
の
廷
臣
た
ち
の
像
を
消
し
去
り
そ
れ
を
二
つ
の

町
の
景
観
に
置
き
換
え
て
い
る。
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
で
は、
一
四
九
二
年
に、

メ
デ
ィ

チ
家
の
追
放
と
共
和
国
へ
の
復
帰
後、
サ
ヴ
オ
ナ
ロ
l

ラ
が
フ
ィ
レ

ン
ツ
エ
の
人
々
に
す
べ
て
の
「

罪
深
い」
も
の
を
焼
却
す
る
よ
う
教
唆
し、

有
名
な
「
虚
飾
の
焼
却」
に
お
い
て 、
多
く
の
異
教
的
性
格
を
も
っ
美
術
作

晶
が、
本
や
楽
器、
手
工
芸
品
と
と
も
に
焼
却
さ
れ
た。

ル
ネ
サ
ン
ス

十
五
世
紀
と
十
六
世
紀
に
は、
前
世
紀
の
美
術
作
品
に
対
し
て
い
く
つ
か

の
特
徴
あ
る
介
入
が
な
さ
れ
た。
十
字
架
型
の
キ
リ
ス
ト

際
刑
図
に
対
し
て

施
さ
れ
た
「
サ
ゴ
マ
ト
ゥ
l

ラ
目

指o自由ZS」
〔
キリス
トの

体の
輪
郭を
型
取

る
よ
う
に
して
その
周
囲の
画
面を
切り
取るこ
と〕
（
図
l）

や、
と
り
わ
け

多
翼
祭
壇
画
に
対
し
て
施
さ
れ
た
「
リ
ク
ア
ド
ラ
ト
ゥ
l

ラ

ュaE母国富包」

〔
多翼祭
壇
画を
単
純な
四
角
形の
祭壇
画に
改
変するこ
と〕
が
そ
れ
で、
こ
の
場

合
に
は
古
い
木
組
の
部
分
が
ル
ネ
サ
ン
ス
趣
味
に
合
う
新
し
い
額
縁
に
変
え

ら
れ
た。
そ
の
例
と
し
て 、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
が
新
し
い
額
縁
を
考
案
し
た

ジ
ヨ
ッ
ト
の
《
バ
ロ
ン
チ
エ
ツ
リ
祭
壇
画
（
聖
母
戴
冠）》
（
図
2）
や、

五
O
一
年
に
ロ
レ
ン
ツ
ォ・
デ
ィ・
ク
レ
l

デ
ィ
に
よ
っ
て
「
当
世
風」

さ
れ、
黄
金
背
景
の
か
わ
り
に
窓
か
ら
風
景
の
見
え
る
建
築
物
が
背
景
に
描

フ
ィ
エ
l

ゾ
レ
の
サ
ン・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
の
三
連
祭
壇
画
（
フ
ラ・

au

 

ア
ン
ジ
エ
リ
コ
作）（
図
3）
が
挙
げ
ら
れ
る。

か
れ
た、

損
傷
し
た
フ
レ
ス
コ
画
は
通
常、
新
し
い
絵
に
取っ
て
替
え
ら
れ
た
（
衛

生
上
の
理
由
に
よ
っ
て 、
壁
が
白
く
塗
り
込
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は） 。
し
か

( 3 )  
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し、
単
に
時
代
の
趣
味
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
と
い
う
理
由
で、
描
き
直
さ

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た。
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ヱ
ツ
ラ
聖
堂

（
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ）
の
主
祭
室
の
オ
ル
カ
l

ニ
ヤ
の
フ
レ
ス
コ
画
が
ギ
ル
ラ
ン

ダ
イ
オ
の
フ
レ
ス
コ
画
で
覆
わ
れ
た
こ
と
は、
そ
の
一
例
で
あ
る。

し
か
し
ま
た
正
真
正
銘
の
修
復
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た。
す
な
わ
ち、

損
傷
し
た
部
分
を
原
作
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
復
元
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
行

た
と
え
ば 、
一
五
一
八
年
に
ジ
エ
ロ
l

ラ
モ
・

デ
ィ
・

ベ
ン
ヴ
エ

わ
れ
た。

ヌ
l
ト
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
ア
ン
プ
ロ
l

ジ
ヨ
・

ロ
レ
ン
ツ
エ
ツ

テ
ィ
の

壁
画
《
善
政》 、
一
五
三
四
年
に
フ
ォ
ゴ
リ
l

ノ
に
よ
り
修
復
さ
れ
た
ア
ク
イ

の
中
の
十
四
世
紀
の
壁
画
《
月
暦
図》
が、
そ
の
例

ラ
の
塔
（
ト
レ
ン
ト）

で
あ
る。

一
四
七
四
年
に
は、
壁
画
を
「
ア
・

マ
ツ

セ
ツ
ロ」
の
方
法
で
大
規
模
に

剥
離
し
た
最
初
の
例
が
知
ら
れ
る。
そ
れ
はボ
ル
ゴ
・

サ
ン
・

セ
ポ
ル
ク
ロ

市
庁
舎
の
ピ
エ
ロ
・

デ
ッ
ラ
・

ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
壁
画
《
キ
リ
ス
ト
の
復

活》
（
図
4）
で、
そ
れ
が
描
か
れ
て
い
た
壁
面
を
取
り
壊
す
必
要
が
あっ
た

た
め、
そ
こ
か
ら
向
か
い
の
壁
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る。

し
か
し
よ
り
多
く
の
重
要
な
修
復
は
古
代
彫
刻
に
関
す
る
も
の
で、
（
す
で

に
中
世
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に）
ふ
つ
う
は
そ
の
断
片
を
組
み
合
わ
せ
て

新
し
い
主
題
の
作
品
が
作
ら
れ
た
が、
と
き
に
は
残
存
部
分
を
解
釈
す
る
こ

と
に
よ
っ
て、
古
代
彫
刻
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
状
態
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る

こ
と
も
あ
っ
た。
こ
の
種
の
介
入
は、
当
時
の
著
名
な
彫
刻
家
た
ち
に
よ
っ

そ
の
中
に
は
ド
ナ
テ
ツ
ロ、
ヴ
エ
ロ
ッ
キ
オ、
チ
エ
ツ

て
頻
繁
に
行
わ
れ、

リ
l二 、

ジ
ャ
コ
モ
・

デ
ツ
ラ
・

ボ
ル
タ
な
ど
が
い
た。

こ
れ
ら
の
修
復
の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
は、
疑
い
な
く
ラ
オ
コ
l

ン

（
一
五
O
六
年
に
発
掘）（
図
5）
の
そ
れ
で
あ
る。
そ
の
修
復
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
ら
れ
た
ヤ
コ
ポ
・

サ
ン
ソ
ヴ
ィ
l

ノ
と
パ
ッ
チ
ョ
・

パ
ン
デ
ィ
ネ
ツ

り
は、
ラ
オ
コ
l

ン
の
欠
落
し
て
い
る
腕
を
元
来
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に

（
ま
た
残
存
部
分
か
ら
も
推
定
で
き
た
よ
う
に）
折
り
曲
げ
て
作
り
直
す
よ
う

提
案
し
た。

モ
ン
ト

ル
ソ
ー
リ
の
解
決
案
（
伸
ば
し
た

し
か
し
結
果
的
に、

腕
を
も
っ）
が
つ
ま
り
作
品
の
厳
密
な
実
証
的
な
再
構
成
で
は
な
く、
当

あ 時
る （7） の

趣
味

致
す
る
ょ
っ

作
品
を

し
た
案
が
選
ば
れ
た
の
で

「
解
釈」

（
図
5 、
6
1
 

ヴ
ア

ザ
I
リ
は、
十
六
世
紀
の
修
復
観
を
知
る
う
え
で
最
も
重
要
な
資
料

で
あ
る
が、
彼
は
古
代
彫
刻
に
関
す
る
修
復
は、
適
切
と
い
う
よ
り 、
む
し

ろ
推
奨
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た。
事
実
彼
は、

れ
た
古
代
作
品
は、
あ
の
不
完
全
な
胴
体
や
頭
部
の
な
い
四
肢 、

「
こ
れ
ら
修
復
さ

つ
ま
り
欠

陥
だ
ら
け
で
不
具
の
状
態
の
作
品
よ
り 、
ず
っ
と
優
美
で
あ
る」
と
述
べ
て

い
る。
し
か
し
一
方、
彼
自
身
の
時
代
に
よ
り
近
い
フ
レ
ス
コ
画
や
絵
画
の

修
復
に
つ
い
て
は
反
対
の
こ
と
を
書
い
て
い
る。
「
卓
越
し
た
人
間
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
も
の
は、
技
量
の
劣
る
者
に
手
を
加
え
ら
れ
る
よ
り
も、
半
ば
損

わ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
い
る
ほ
う
が
ま
し
で
あ
る」 。

偉
大
な
テ
ィ
ツ
ィ
ア
l

ノ
も
絵
画
の
修
復
に
は
賛
成
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る。

ア
レ
テ
ィ
I

ノ
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば、
彼
は

と
い
う
の
も、

セ
パ
ス
テ
ィ
ア
l

ノ
・

デ
ル
・

ピ
オ
ン
ボ
が
ヴ
ア
テ
ィ
カ
ン
の
ロ
ッ
ジ
ア
の

ラ
フ
ア
エ
ッ
ロ
の
フ
レ
ス
コ
画
に
対
し
て
行
っ
た
加
筆
を
批
判
し
て
い
る
か

m刷

ら
で
あ
る。

十
六
世
紀
に
は
よ
う
や
く、
傑
出
し
た
「
当
世
の」
作
品
の
保
存
に
対
し

て
も
多
少
の
方
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
た
と
え
ば
シ
ス
テ
ィ
l

ナ

( 4 )  
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礼
拝
堂
の
フ
レ
ス
コ
画
に
関
し
て
は、
一
五
四
三
年
に
そ
の
定
期
的
な
挨
取

り
の
仕
事
が
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・

ア
マ
ド
l
リ
司
自g
g

〉旨脚色色
に
任

さ
れ、
彼
は
そ
の
後
長
く
続
く
シ
ス
テ
ィ
1

ナ
礼
拝
堂
の
「
ム
ン
ダ
ト
l

レ

ス
B
E
皆同22
（
清
掃
担
当
者）」
の
最
初
の
人
間
と
なっ
た。
同
じ
シ
ス
ティ
l

ナ
礼
拝
堂
で
は、
一
五
六
五
年
に、
ピ
エ
ト
ロ
・

カ
ル
ネ
ヴ
ァ
I
レ
豆町
g

。

貧富SZ
に
よ
っ
て
（
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
様
式
を
模
倣
し
な
が
ら）
壁
画

の
小
さ
な
剥
落
部
分
が
描
き
直
さ
れ
た
（
図
7
1
ま
た
ダ
ニ
エ
！

レ
・

ダ
・

ヴ
ォ
ル
テ
ツ
ラ
U
BEo
e
〈o－z
g
は、
反
宗
教
改
革
的
な
道
徳
に
よ
っ

て
淫
ら
な
も
の
と
見
な
さ
れ
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
《
最
後
の
審
判》
の
裸

体
像
を
覆
う
仕
事
を
任
さ
れ
た。
ダ
ニ
エ
l

レ
・

ダ
・

ヴ
ォ
ル
テ
ツ
ラ
は、

加
筆
を
で
き
る
だ
け
制
限
し
テ
ン
ペ
ラ
で
こ
の
作
業
を
行
う
と
い
う、
き
わ

め
て
正
し
い
処
置
を
行っ
た
が、
哀
れ
に
も
こ
の
仕
事
のた
め
に
「
ブ
ラ
ゲ
ツ

ト
i

ネ
（
腰
衣
描
き）」
と
い
う
仇
名
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
なっ
た
（
図
8） 。

宗
教
改
革
と
反
宗
教
改
革

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

宗
教
改
革
期
の
中
央
ヨ
ー

ロッ
パ
諸
国
や、
ク
ロ
ム
ウ
エ

ル
時
代
（
一
六
四
O
年
1

一
六
六
O
年
頃）
の
イ
ギ
リ
ス
で
は、
聖
人
や
聖

母
マ
リ
ア
を
表
し
た
多
く
の
美
術
作
品
が
破
壊
さ
れ
た
が、
幸
運
に
も、
lt � 

く
つ
か
の
著
名
な
作
品
は、
怒
り
狂
う
民
衆
か
ら
救
い
出
さ
れ
て
市
庁
舎
に

運
び
込
ま
れ
た
り、
個
人
コ
レ
ク
タ
l

に
買
い
取
ら
れ
た
た
め
に
救
出
さ
れ

た。
た
と
え
ば、
一
五
六
六
年
に
は、
著
名
な
へ
ン
ト
の
多
翼
祭
壇
画
《
神

秘
の
子
羊》
（
ヴ
ア
ン
・

エ
イ
ク
兄
弟
の
作）
が、
市
庁
舎
に
移
さ
れ
て
難
を

逃
れ
て
い
る。

有
名
な
ト
レ
ン
ト

公
会
議
（
一
五
四
五
｜

一五
六
三
年）
に
お
い
て
頂
点

に
達
し
た
反
宗
教
改
革
運
動
は、
美
術
の
め
ざ
ま
し
い
隆
盛
を
促
進
す
る
一

方、
美
術
に
対
し
て
き
わ
め
て
疑
い
深
く
抑
圧
的
な
態
度
を
とっ
た。
事
実

こ
の
時
代
に
は、
美
術
は、
中
世
に
お
け
る
と
同
様、
「
宗
教
の
下
僕」
に
逆

戻
り
す
る
こ
と
に
な
る。
そ
し
て、
こ
う
し
た
理
由
か
ら、
聖
カ
ル
ロ
・

ボ
ツ

ロ
メ
1

オ
（
一
五
三
八
｜

一
五
八
四
年）
は
そ
の
著
作
『
教
会
建
築
及
び
教

会
聖
具
要
諦
h司
君
き円
。

σ） ::s 
託 3
か を
で ミ、 n

� 同聖 向
者 主
と 亙
警 青
術 ミ
家 ロ・
と R
の g.
塁 5
な R.
協 邑
力 （
を ミ

ラ
ノ、
一
五
七
二
年）

提
唱
し、
彼
自
身
も
建
築
や
聖
堂
の
装
飾
に
関
し
て
指
示
を
与
え
て
い
る。

ま
た
彼
の
従
弟
の
フ
エ
デ
リ
l

コ
・

ボ
ツ
ロ
メ
l

オ
枢
機
卿
（
一
五
六
四
｜

一
六
三
五
年）
も
『
聖
画
論
匂町
、常S
E
Eqb』
（
ミ
ラ
ノ、

に
お
い
て
同
様
の
指
示
を
書
き
残
し
て
い
る
が、
そ
こ
で
彼
は、 一

六
二
五
年）

と
り
わ
け

多
く
の
貴
族
が
そ
の
邸
宅
内
に
淫
ら
な
異
教
的
主
題
の
絵
画
を
所
蔵
し
て
い

る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る。

聖
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・

デ
・

ロ
ヨ
ラ
は
『
霊
操
同町四足
駐
屯
玄富む
と
の

な
か
で、
信
仰
の
真
実
を
理
解
す
る
た
め
に
は、
知
性
の
み
な
ら
ず、
五
感

の
す
べ
て
を
役
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い、
と
述
べ
て
い
る。
ま
た
聖
フ
イ

リ
ツ
ポ
・

ネ
l
リ
は、
音
楽
と
絵
画
を
非
常
に
重
視
し、
具
体
的
に
は、

レ
ス
ト
リ
l

ナ
（
一
五
七
一
年
か
ら
一
五
九
四
年
の
死
ま
で
「
聖
フ
ィ
リ
ツ

ポ
・

ネ
l
リ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
会」
に
所
属
す
る
音
楽
家
で
あ
っ
た）
や
お
気

に
入
り
の
画
家
の
一
人
で
あ
る
パ
ロ
ッ
チ
の
よ
う
な、
信
徒
の
感
情
に
直
接

訴
え
か
け
る
タ
イ
プ
の
音
楽
や
絵
画
を
重
要
視
し
た。

こ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
す
れ
ば、
美
術
作
品
は

セ

l

ニ

事
物
の
表
象」

「
事
物
そ
の
も
の
で
は
な

く

（
パ
レ
オ
ツ
テ
ィ

枢
機
卿
『
聖
俗
画
像
論
b常
83。 }\  

( 5 ) 



西洋 に お け る 美術品修復の歴史 （上）

一
五
八
二
年）

さ
さき
ミな
きさ
品主
hb円高

？司久室町』
ボ
ロ
l一一
ャ、

と
見
な
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。
な
ぜ
な
ら、
重
要
な
の
は
外
形
で

は
な
く
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り、
複
製
に
も
原
作
と
同
じ
価
値
が
与
え

ら
れ、
宗
教
的
理
由
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
加
筆
作
業
は
全
く
正
当
な
も
の
と
見

な
さ
れ
た
の
で
あ
る。

十七
世
紀

十
七
世
紀
に
お
け
る
修
復
方
法
の
発
展
は、
私
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
古
美
術

売
買
の
た
め
に
絵
画
を
「
手
直
し
す
る」
作
業
が
ま
す
ま
す
広
く
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
多
く
を
負
っ
て
い
た
が、
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
場

合、
修
復
と
し
て
は
き
わ
め
て
不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た。
そ
の
当
然
の
結

果
と
し
て、

パ
ルJアイ
ヌツ

パ
リ
オ
l

ニ、
マ
ン
チ
l

ニ、
マ
ル
ヴ
ア
シ
ア、

チ
と
い
っ
た
当
時
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
美
術
批
評
家
か
ら
非
難
を
受
け
て

い
る。
特
に
パ
ル
デ
ィ
ヌ
ツ
チ
は、
彼
の
著
書
『
ト
ス
カ
l

ナ
美
術
辞
典

一
六
八

明、。nhH～voEコ ．0HOhn
hso
hn～～m
hH『た
ええ

えな同旬、さ』
（
フ
ィ
レ
ン
ツ工 、

一
年）
に
「
修
復」
の
項
目
を
つ
く
り、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
組
悪
な
手
直

回

し
に
つ
い
て
痛烈
に
批
判
し
て
い
る。
例
外
的
に、
ベッ
ロ
l
リ
は、
マ－フツ

タ
の
修
復
に
つ
い
て
言
及
し、
そ
こ
で
は
近
代
的
修
復
の
基
本
的
原
則
が
尊

い 重
る（13） さ

れ
て
し ミ
る
と
い
っ
理
由
か
I:;> 

そ
れ
を
無
条
件
か
つ
に
正
当
に
認
め
て

マ
ラ
ッ
タ
ほ
ど
重
要
な
画
家
が

「
手
直
し
す
る」
こ
と
を
通
常

（
絵
画
を

専
門
と
し
て
い
た
群
小
画
家
で
は
な
くて
な
ぜ
修
復
に
関
心
を
も
っ
て
い
た

の
か
を
理
解
す
る
に
は、
マ
ラ
ッ
タ
や
ベ
ツ
ロ
l
リ
が
理
念
的
に
依
拠
し
て

い
た
古
典
主
義
の
理
論
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る。
つ
ま
り
古
典
主
義
の

理
論
に
と
っ
て
は
ラ
フ
ア
エ
ッ
ロ
や
カツ
ラ
ッ
チ一
族
の
絵
画
作
品
を
保

存
す
る
こ
と
は、
絵
画
の
頂
点
に
立
つ
巨
匠
た
ち
の
教
え
を
後
の
世
代
に
確

実
に
伝
達
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る。

マ
ラ
ツ
タ
が
行
っ
た
最
初
の
修
復
処
置
は
ロ
ー

マ
の
フ
ア
ル
ネ
l

ゼ
宮

殿
の
「
ガ
ツ
レ
リ
l

ア」
に
描
か
れ
た
ア
ン
ニ
l

パ
レ
・

カ
ツ
ラッ
チ
の
フ

レ
ス
コ
画
に
対
す
る
も
の
で

主
と
し
て
建
築
物
の
構
造

（一
六
九
三
年） 、

（
建
築
家
カ
ル
ロ
・

フ
ォ
ン
タ
l

ナ
に
よ
る）と
漆
喰
の
補
強
を
目
的
と
し、

Mn

 

漆
喰
は
T
字
型
の
釘
と
石
膏
ペ
ー

ス
ト
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
た。
二
番
目
の

処
置
は、
フ
ア
ル
ネ
ジ
l

ナ
邸
の
ロッ
ジ
ア
に
あ
る
ラ
フ
ア
エ
ッ
ロ
の
フ
レ

ス
コ
画
に
対
す
る
も
の
で
そ
こ
で
は
漆
喰
の
固
定
の
他、
傷
み
の
大
き
な

部
分
へ
の
加
筆
や
欠
損
部
分
の
全
く
新
た
な
描
き
起
こ
し
が
（
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
残
存
部
分
と
ラ
フ
ア
エ
ッ
ロ
の
様
式
の
研
究
に
基
づ
い
て）
な
さ
れ
た

（
図
9
1
そ
の
際、
」
の
欠
損
部
分
に
つ
い
て
は、
将
来
的
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
部
分
と
の
混
同
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に、
詳
細
な
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た。

さ
ら
に、
こ
れ
ら
の
補
彩
に
対
し
て、
マ
ラ
ツ
タ
は
水
彩
絵
具
（
ア
ラ
ビ
ア

ゴ
ム
を
展
色
剤
と
す
る）

そ
の
理
由
を
彼
自
身
次
の
よ
う
に

を
用
い
た
が

述
べ
て
い
る。
「
も
し
将
来、
彼
自
身
の
筆
と
ラ
フ
ア
エッ
ロ
の
筆
を
あ
え
て

比
較
し
た
い
と
い
う
人
が
現
れ
た
な
ら
ば 、
［
マ
ラツ
タ
の］
加
筆
は
容
易
に

除
去
で
き
る
だ
ろ
う」 。

マ
ラ
ツ
タ
の
三
番
目
の
修
復
は
（
ベ
ッ
ロ
l
リ
の
記
述
に
は
間
に
合
わ
な

か
っ
た
が）
一
七
O
二
年
か
ら一
七
O
三
年
に
か
け
て、
ヴ
ァ
ティ
カ
ン
の

ラ
フ
ア
エ
ッ
ロ
の
「
署
名
の
間」

マ
ラ
ッ
タ

で
な
さ
れ
た。
こ
の
修
復
で、

( 6 ) 
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の
弟
子、
マ
ツ
テ
l

オ
・

ウ
ル
バ
l

ニ
冨
皇
g
gσ
B－
は
修
復
の
近
代
的

な
や
り
方
を
先
取
り
し
て、
綿
密
な
技
術
報
告
書
を
作
成
し
た。
こ
の
処
置

で
は、
洗
浄
や
漆
喰
の
固
定
化
は、
腕
の
良
い
職
人
た
ち
に
任
さ
れ、
人
物

像
の
修
復
は
マ
ラ
ツ
タ
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た。
非
難
す
る

人
の
口
を
封
じ
る
た
め
に、
マ
ラ
ツ
タ
は
処
置
を
施
す
前
に
「
署
名
の
間」

の
素
描
に
よ
る
写
し
を
作
ら
せ
た
が、
ウ
ル
パ
l

ニ
に
よ
れ
ば、
彼
は
修
復

前
の
壁
画
の
状
態
を
記
録
と
し
て
留
め
る
た
め
に、
手
を
加
え
て
い
な
い
小

区
画
を
残
そ
う
と
し
た
と
い
う。

「
署
名
の
問」
の
修
復
は
特
別
の
論

こ
の

争
の
的
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が、
フ
ア
ル
ネ
ジ
l

ナ
邸
の
修
復
は、
十
八
世

紀
を
通
じ
て
｜｜

多
く
の
場
合、
常
套
句
の
繰
り
返
し
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が

ーーー
批
判
さ
れ
続
け
た。

マ
ラ
ツ
タ
は、
基
本
的
に
は
フ
レ
ス
コ
の
修
復
に
関
わ
っ
た
が、
時
に
は

額
面
の
保
存
の
た
め
の
処
置
も
行
っ
て
い
る。
た
と
え
ば、
一
六
七
二
年
に

は、
ロ
レ
1
ト
に
あ
る
ア
ン
ニ
l

パ
レ
・

カ
ツ
ラ
ッ
チ
の
《
マ
リ
ア
の
誕
生》

の
カ
ン
ヴ
ア
ス
の
裏
打
ち
を
行
なっ
て
い
る。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に、
十
七
世
紀
に
行
な
わ
れ
た
「
修
復」
処
置
は
多

く
の
場
合
古
美
術
市
場
の
隆盛
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は、

古
美
術
市
場
の
最
も
活
発
な
中
心
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
（
十
六
世
紀
の
絵

画
の
洗
浄
に
関
す
る
処
方
書
も
こ
の
町
で
書
か
れ
たて
そ
れ
は
美
術
商
か
ら

の
需
要
の
最
も
多
か
っ
た
の
が
十
六
世
紀
の
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
絵
画
だ
っ
た
た

め
で
も
あ
る。
こ
う
し
た
理
由
で、
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
絵
画
を
よ
く
売
れ

る
状
態
に
す
る
た
め
に、
改
作
し、
加
筆
し、
偽
造
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ

れ
た。
た
と
え
ば
画
家
ピ
エ
ト
ロ
・

ム
ッ
ト
1

ニ
虫m
g

冨gg巳
は、
「
古

い
様
式
B05
8広
告。」
で、
特
に
ジ
ヨ

ル
ジ
ョ
l

ネ
の
様
式
で
描
く
こ
と

出

に
秀
で
て
い
た
こ
と
で
有
名
で
あ
り、
こ
の
た
め
に
「
ピ
エ
ト
ロ
・

ヴ
エ
ツ

キ
ア
（
古
画
の
ピ
エ
ト
ロ
ご
と
呼
ば
れ
た。
ボ
ス
キ
l

ニ
は
そ
の
著
『

絵
画

航
海
図

。ミね

え向ご同

町三官可
』UHSミhno』
（
一
六
六
O
年）
の
中
で、

が、
昔
の
巨
匠
の
作
品
の
複
製
を
制
作
す
る
こ
と
だ

「
ピ
エ

ト
ロ
・

ヴ
エ
ツ
キ
ア」

け
で
な
く、
人
工
的
な
パ
テ
ィ

ナ
宮
吾胆
（
古
色）

と
述
べ
て
い
る。

を
施
す
こ
と
に
か
け
て

も
非
常
に
長
け
て
い
た、

乙
の
証
言
か
ら、
当
時
の
蒐
集

家
た
ち
が
古
風
な
パ
テ
ィ

ナ
を
好
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が、
そ
の

こ
と
は、
汚
れ
傷
ん
だ
絵
画
へ
の
同
時
代
人
の
過
度
の
愛
着
に
対
す
る
セ
バ

ス
テ
ィ
ア
l

ノ
・

マ
ッ
ツ
ォ
1

ニ
の
風
刺
的
ソ
ネ
ッ
ト

（
二ハ
六
一
年）

ら
も
確
か
め
ら
れ
る。

修
復
の
別
の
主
な
要
因
は、
前
述
の
よ
う
に、
当
時
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
中
で
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
に
行
わ
れ
た
絵
画
の
手
直
し

作
業
で
あ
っ
た。
事
実、
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
ショ
ン
の
形
成
は、
美
術
作
品

の
売
買
を
増
加
さ
せ
た
だ
け
で
な
く、
購
入
し
た
作
品
を
展
示
さ
れ
る
室
内

環
境
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
一
連
の
処
置
を
伴
っ
た。
た
と
え
ば、
ヴ
エ
ル

ル
イ
十
四
世
の
命
に
よ
る
整
備
計
画
の
な
か
で、
多
く

の
絵
画
が
室
内
調
度
に
合
わ
せ
て
拡
張
さ
れ
た
り、
切
断
さ
れ
た
り
し
た。

サ
イ
ユ
宮
殿
で
は、

フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
の
パ
ラ
テ
ィ
1

ナ
美
術
館
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
行
わ
れ

た
（
ロ
ッ
ソ
・

フ
ィ
オ
レ
ン
テ
ィ
l

ノ
の
《
デ
イ
家
祭
壇
画》
の
画
面
拡
張

が
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る）（
図
印 、

私
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
よ
る
絵
画
の
手
直
し
は、
し
ば
し
ば
重
大
な
損
傷
の

原
因
に
な
っ
た
と
は
い
え、
修
復
技
術
を
発
展
さ
せ
も
し
た。
事
実、
十
七

世
紀
前
半
に
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー

ル
ズ
一
世
の
侍
医
で
あ
っ
た
ド
・

マ
イ

エ
ル
ヌ
ロ白
富田
吉自由
は、
そ
の
手
稿
『

絵
画、
彫
刻、
そ
の
他
の
工
芸
品 カ＝

( 7 ) 
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の
技
法
ヨミ。
ミnp
句

gb司
さ
き
同町

宮
起
句史
ミ
句史
E
b同
ヨ

hqhRH苫
ぬ
ま史
選』

（
一
六
二
O
年）
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
た
ち
の
技
法
を
論
じ
な
が
ら、

絵
画
の
保
存
管
理
の
た
め
の
い
く
つ
か
の
処
方
と
助
言
を
提
供
し
て
い
る。

残
念
な
こ
と
に
こ
れ
ら
の
助
言
の
な
か
に
は、
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ヴ
エ
ロ
l

ネ

げ四〈白岡10回目」
（
彼
は
こ
の
発
明
者
で
あ
る
と
主
張
す
る）
な
る、
カ
ン
ヴ
ア
ス

の
裏
面
に
塗
る
乾
性
油
と
樹
脂
の
混
合
物
も
あ
っ
た。
こ
の
物
質
は、
は
じ

め
は
画
面
に
元
の
輝
き
を
取
り
戻
さ
せ
る
が、
や
が
て
黒
ず
ん
で
画
面
を
損

ね
て
し
ま
う
こ
と
に
なっ
た。

十
七
世
紀
末
に
は
ま
た、
前
述
し
た
よ
う
に、
ご
く
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て

い
た
カ
ン
ヴ
ア
ス
の
拡
張
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
裏
打
ち
作
業
が
普
及
す

る
こ
と
に
なっ
た。

古
代
彫
刻
の
修
復
に
関
し
て
は、
当
時
の
大
彫
刻
家
の
ほ
と
ん
ど
（
ベ
ル

ニ
l

ニ、
ア
ル
ガ
ル
デ
ィ、
デ
ユ
ケ
ノ
ワ
な
ど）
が
手
が
け
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が、
概
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
に
対
す
る
入
念
な
考
証
も
な
し
に

気
ま
ま
な
パ
ス
テ
ィ
l

シ
ユ
〔
寄せ
集め〕
と
し
て
再
構
成
さ
れ
た。

十
八
世
紀

十
八
世
紀
に
は、

イ

ル

ミ

エ

ズ

モ

と
り
わ
け
啓
蒙
主
義
が
技
術
的
処
置
に
対
す
る
新
た
な

関
心
を
呼
び
起
こ
し
た
世
紀
の
後
半
以
降、
修
復
作
業
に
つ
い
て
の
数
多
く

の
証
言
が
書
き
残
さ
れ
て
い
る。

イ
タ
リ
ア
に
は
こ
う
し
た
動
向
を
示
す
き
わ
め
て
興
味
深
い
証
言
が
見
ら

れ
る。
す
な
わ
ち、
一
七
五
六
年
に
ル
イ
l

ジ
・

ク
レ
ス
ピ
が
ア
ル
ガ
ロ
ツ

テ
ィ
に
宛
て
た
二
通
の
手
紙
と、
ア
ル
ガ
ロッ
テ
ィ
自
身
に
よ
る
『
絵
画
に

関
す
る
覚
書
見
題
提芯
星
F
EH宣
言』

品
の
継
続
的
な
保
存
管
理
の
重
要
性
を
強
調
し
た
ア
ン
ド
レ
ア
・

パ
ス
タ
の

（
一
七
六
二
年） 、
そ
し
て
美
術
作

『
ベ
ル
ガ
モ
の
絵
画
名
品
苫
きミ
きS
E凡
込
匂同『
官送。』（
一
七
七
五
年）

の
序
論
で
あ
る。

ク
レ
ス
ピ
は、
マ
ラ
ッ
タ
の
フ
ア

ル
ネ
ジ
l

ナ
邸
の
修
復
と
フ
レ
ス
コ

画
や
額
画
を
問
わ
ず、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
洗
浄
や
加
筆
処
置
を
批
判

し
た。ア

ル
ガ
ロ
ッ
テ
ィ
も
ま
た
修
復
に
は
反
対
で
あ
り、
特
に
パ
テ
ィ

ナ
除
去

と
過
度
の
加
筆
を
恐
れ
た
が、
そ
れ
と
い
う
の
も、
彼
は
（
パ
ス
タ
と
同
様） 、

真
の
啓
蒙
主
義
者
と
し
て、
優
れ
た
絵
画
の
教
育
的
価
値
が
修
復
に
よ
っ
て

失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
た
か
ら
で
あ
る。

十
八
世
紀
初
め
に
は、
フ
エ
ツ
ラ
l

ラ
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

コ
ン
ト
リ

吉伸O
EO

《U
S
E

が 、

フ
レ
ス
コ
画
の
剥
離
の
た
め
に、
困
難
で
骨
の
折
れ

る
作
業
で
あっ
た
「
ア
・

マ
ッ

セ
ツ
ロ」
に
取っ
て
替
わ
る
「
ス
ト
ラ
ツ
ポ

国
冨
唱。」
の
技
術
を
考
案
し
た。

板
絵
か
ら
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
絵
具
層
を
移
し
替
え
る
技
術
も、
同
じ
世
紀
の

初
頭
に
遡
る。
こ
の
技
術
は
特
に
フ
ラ
ン
ス
で
広
く
適
用
さ
れ、
大
き
な
関

岡
山

ア

ン

シ

ク

ロ

ペ
d
ア

ィ

心
を
呼
び
起
こ
し
た
が 、
そ
れ
と
い
う
の
も
『
百
科
全
書』
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
た
機
械
技
芸
と
自
由
技
芸
と
の
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
た
め
で
あ
る。

イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
も、
『
ト
レ
ヴ
l

誌

ミ号唱。守S
S

M35、。
員』
の
中
で

修
復
師
ロ
ベ
ー

ル
・

ピ
コ
l

河内》宮巳
En
g－H
に
よ
る
修
復
作
業
に
賛
同
し

て
い
た。

ピ
コ
l

は、
す
で
に
一
七
四
五
年
頃
に
板
絵
か
ら
カ
ン
ヴ
ア
ス
へ
の
移
し

替
え
を
試
み
て
い
た
が、
特
に
一
七
五
O
年
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ド
レ
ア
・

( 8 )  



fu.33 (2003) 愛知県立芸術大学紀要

デ
ル
・

サ
ル
ト
の
《
慈
愛》
（
図
口）
の
カ
ン
ヴァ
ス
移
し
替
え
に
よ
っ
て
有

名
に
な
っ
た。
カ
ン
ヴ
ア
ス
に
移
し
替
え
ら
れ
た
作
品
は、
ヴ
ヱ
ル
サ
イ
ユ

宮
で
元
来
の
板
と
一
緒
に
並
べ
て
展
示
さ
れ
て、
大
き
な
賞
賛
を
呼
ん
だ
た

め

ピ
コ
l

は
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
最
も
重
要
な

一
七
五
一
年
に、

作
品
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
《
大
天
使
聖
ミ
カ
エ
ル》
に

も
同
様
の
処
置
を
施
す
よ
う
要
請
さ
れ
た。
し
か
し
一
七
五
二
年
に
ピ
コ
l

の
盛
運
は
傾
き
は
じ
め、
修
復
を
「
芸
術」
と
見
な
し
て
い
た
『
ト
レ
ヴ
I

誌』
の
イ
エ
ズ
ス
会
と、
修
復
は
一
度
習
得
し
た
ら
後
は
機
械
的
に
繰
り
返

さ
れ
る
一
連
の
処
方
と
秘
法
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
ジ
ヤ
ツ
ク
・

ゴ
ー

テ
ィ

エ
・

ダ
ゴ
テ
ィ
u
sag
o
g忠良
弘・〉moq
の
問
で、
彼
の
職
業
そ
れ

自
体
が
激
し
い
論
争
の
的
と
なっ
た。

一
七
五
二
年
の
『
百
科
全
書』
の
発
禁
処
分
は、
高
す
ぎ
る
報
酬
を
要
求

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
告
発
さ
れ
て
い
た
ピ
コ
l

の
訴
訟
を
更
に
不
利
な
も
の

由

に
し
た。
同
じ
年、
王
室
の
絵
画
の
常
任
修
復
師
で
あ
っ
た
未
亡
人
ゴ
ド
フ

ロ
ア
。o

ampE
は、
彼
女
が
実
施
し
た
カ
ン
ヴ
ア
ス
へ
の
移
し
替
え
を
公

開
し、
ピ
コ
ー

よ
り
も
低
い
報
酬
で
他
の
作
品
も
移
し
替
え
る
こ
と
を
申
し

出
た。
ま
す
ま
す
仕
事
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
たピ
コ
l

は
｜｜

交
換
条
件

と
し
て
多
大
な
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

｜｜
彼
の
移
し
替
え
の
秘
法
を
王
室
営
繕
局
宙
笠岡国白
書）
の
監
督
官
に
明

か
す
こ
と
な
く
一
七
七
七
年
死
去
し
た。

ピ
コ
l

の
後
を
引
き
継
い
だ
の
は
J
・

ル
イ
・

ア
ツ
カ
ン
」『・
F
O
ロ
ぽ

出血nszE
で
（
ゴ
ド
フ
ロ
ア
は
一
七
七
五
年
に
死
去） 、
彼
は
一
七
七
七
年
に

ラ
フ
ア
エ
ツ
ロ
の
《
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
聖
家
族》
を、
一
八
O
二
年
に
は、

却

《
フ
ォ
リ
！

ニ
ヨ

の
聖
母》
（
図
日）
を
カ
ン
ヴ
ア
ス
に
移
し
替
え
た。

． 、，

こ
れ
ら
の
移
し
替
え
の
背
後
に
は、
純
粋
な
図
像
の
保
存
に
の
み
価
値
を

置
き、
美
術
作
品
の
物
質
と
し
て
の
特
性
を
完
全
に
無
視
す
る
美
意
識
が
存

在
し
た。
実
際、
移
し
替
え
ら
れ
た
作
品
は、
カ
ル
ト
ナ
l

ジ
ュ

gg目指m

〔
支
持
体を
剥が
す
前に
画
面に
ガl
ゼ
や
紙を
貼るこ
己〕
の
作
業
中
に
著
し
く
パ

テ
ィ

ナ
が
損
な
わ
れ、
画
面
に
再
び
調
和
を
与
え
る
た
め
褐
色
の
厚
い
ワ
ニ

ス
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
ど
の
作
品
も
同
様
の
琉
泊
色
の
色
調
に

な
っ
た。
そ
の
う
え
移
し
替
え
の
後
に
は、
板
絵
の
特
性
で
あ
る
滑
ら
か
で

綴
密
な
質
感
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
多
く、
表
面
に
は
カ
ン
ヴ
ア
ス
の
目
が
浮

き
上
がっ
て
見え
た。

こ
の
時
代
の
洗
浄
方
法
も
ま
た
非
常
に
「
危
険
な」
も
の
で
あ
っ
た。

ジ
ェ
・
ド
・

ピ
l

ル
FMmR
門戸白
星回目
は、
彼
の
著
書
『

絵
画
実
践
の
諸
要

素

同日間選
SHa
h叫問
、町宮
町史認

MUSH右足立
（
ラ
イ
ブ
ツ
ィ
ヒ、

の
中
で、
「
汚
れ
て
煙
で
黒
ず
ん
だ
古
い
絵
画
の
洗
浄
に
は
様
々
な
方
法
あ
る。

あ
る
人
た
ち
は、
粗
い
ブ
ラ
シ
と
石
鹸
水
を
用
い
て
そ
れ
ら
を
擦
り
落
と
し

一
六
六
六
年）

て
い
る」
と
述
べ
て
い
る。

「
石
鹸
は
絵
具
や
特
に
グ
レ
l

ズ

そ
の
一
方
で、

を
溶
か
し
て
し
ま
う
の
で、
擦
り
す
ぎ
て
も
長
時
間
や
り
す
ぎ
て
も
い
け
な

い」
と
注
意
し
て
い
る。
し
か
し
ヴ
ァ
ル
デ
ン
は、
適
切
に
も
こ
の
一
節
を

引
き
な
が
ら、
こ
う
し
た
素
朴
で
荒っ
ぽ
い
方
法
が、
実
際
に
は
昔
の
画
家
H

修
復
師
の
繊
細
さ
と
熟
練
し
た
職
人
的
経
験
に
よ
っ
て、
均
衡
を
保
た
れ
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。

十
八
世
紀
末
に
は、
最
新
の
化
学
や
物
理
学
の
知
識
が
絵
画
技
法
や
材
料

の
研
究
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
ま
た
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
（
一
七

一
年）
と
ボ
ン
ベ
イ
（
一
七
四
八
年）

「
神
秘
的
な」

の
発
見
に
よ
っ
て、

ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ッ
ク
〔
蝋画〕技
法
に
関
す
る
研
究
が
始
ま
り、
そ
れ
は
我
々 ロ

( 9 ) 
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の
時
代
ま
で
続
い
て
い
る 。

一
七
八
七
年、
ヤ
l

コ
プ
・

フ
ィ
リッ
プ
・

ハ
ツ
ケ
ル
ト

（
ナ
ポ
リ
宮
廷

で
活
躍
し
た
ド

イ
ツ
人
の
景
観
画
家）

『
絵
画
に
お
け
る
ワ
ニ
ス
の
使
用

は

に
関
す
る
書
簡
ト
室町
言
句どとど
E
S
き
て町
三九町内
言～守
、た宣
言』
を
著
し 、

そ
の
中
で
亜
麻
仁
油
を
主
成
分
と
す
る
ワ
ニ
ス
よ
り
も
変
質
が
少
な
い
と

い
う
理
由
で、
卵
白
に
よ
っ
て
ワ
ニ
ス
塗
布
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る。
そ

の
一
方
で
多
く
の
人
々
が
乾
性
油
や
油
性
ワ
ニ
ス
に
よ
る
損
傷
に
気
づ
き
始

め
て
い
た。

十
八
世
紀
の
聞
に、
修
復
師
と
い
う
職
業
は
画
家
と
い
う
職
業
と
は
っ
き

り
と
区
別
さ
れ

「
近
代
的」
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

世
紀
末
に
は、
全
く

る
修
復
に
関
す
る
叙
述
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

」
の
時
代
の
最
も
偉
大
な
修
復
師
は
疑
い
な
く
ピ
エ
ト
ロ・
エ
ド
ワ
i

ズ

同ぷ白可O
関与者恒三回
で
あ
る。
彼
は、
美
術
作
品
の
保
存
の
問
題
へ
の
関
心
が

n

 

以
前
か
ら
特
別
に
高
か
っ
た
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
で
生
活
し
仕
事
し
て
い
た。
事

実、
一
七
二
四
年
に
「
画
家
団
体
。
色白色。
ιa

zsユ」
は、
そ
れ
ま
で
個
々

の
画
家
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
「
公
共
的
絵
画
の
保
存」
の
責
務
を
自
分
た
ち

に
委
ね
る
よ
う
要
求
し
て
い
る。
こ
の
責
務
と
は、
月
に一
度
す
べ
て
の
国

家
所
有
の
絵
画
（
教
会
所
有
と
私
有
の
作
品
は
除
く）
を
点
検
す
る
こ
と、

そ
し
て
修
穫
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
作
品
を
（
通
常
あ
ま
り
有
名
で

な
い）
画
家
に
修
繕
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た。

「
画
家
団
体」
は
十

し
か
し

分
に
機
能
し
な
か
っ
た
た
め、

「
公
共
絵
画
検
査
官
同省
20
8

一
七
七
三
年、

色町－－o

同vzsznv自
立
昨夏目」
が
設
け
ら
れ、
こ
の
検
査
官
に
よっ
て、
関
係
当

局
の
許
可
な
く
作
品
を
移
動
し
た
り
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い、
凍
結
対

象
の
作
品
の
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た。
最
初
の
検
査
官
は
ア
ン
ト
ン
・

マ
リ

ア
・

ザ
ネツ
テ
ィ
E
E
冨
邑白
N
自白書
（
一
七
七
三
l

一
七
七
八
年） 、
次

い
で
ジ
ヨ
ヴ
ア
ン
・

パ
ツ
テ
ィ
ス
タ
・

メ
ン
ガ
ル
デ
ィ
。－。〈白ロ
∞由主回同島

豆町ロ明白『金
（
一
七
七
九
一
七
九
五
年）
が
引
き
継
ぎ、
最
後
に
フ
ラ
ン
チ
エ

ス
コ・
マッ
ジ
ヨ
ッ
ト
司S
Egno
yA
am－020
が
一
七
九
七
年
の
フ
ラ
ン
ス

軍
の
侵
攻
ま
で
任
に
当
っ
た。
検
査
官
の
か
た
わ
ら、
一
七
七
八
年
か
ら
は

「
公
共
絵
画
修
復
監
督
官
U
5
55
E
SSzg
円庄町
宮
宰－
50

Zgm」

の
職
務
も
設
置
さ
れ、
ピ
エ
ト
ロ
・

エ
ド
ワ
l

ズ
が
一
八一
二

年
に
死
去
す

る
ま
で
こ
の
職
に
就
い
た。

エ
ド
ワ
l

ズ
は、
一
七
四
四
年
に
ロ
レ
l
ト
で
イ
ギ
リ
ス
人
の
両
親
の
間

に
生
ま
れ、
彼
自
身
も
画
家
で
あ
り、
ガ
ス
パ
l

レ
・

デ
ィ
ツ
ィ
ア
l

ニ
の

弟
子
で
あ
っ
た。
彼
は、
サ
ン
・

ジ
ヨ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

エ
・

パ
オ
ロ
聖
堂
の
食

堂
内
に
効
率
的
な
修
復
工
房
を
組
織
し
一
七
八
六
年
に
は、
最
後
の
八
年

聞
に
行
なっ
た
彼
の
仕
事
の
詳
細
な
報
告
書
（
包
包

同ミbN芯
君
、誌
と
さ
E『向
む～

huE
き
込
町
ss
h怯む
吾

宣言
吉弘
、
埼
宮
、。訟
を～町
、『町同町
ミQNS諸問
問
、
雪
之

さM叫～雪

さ
き

さえさ
s
s

hHm
P

E
E
P
君
、
むさ『向）
を
作
成
し
た
が、

な
か
で
美
術
作
品
の
劣
化
の
原
因
を
分
析
し、
そ
の
保
存
修
復
の
た
め
の
実

そ
の

践
的
な
プ
ラ
ン
を
提
案
し 、
修
復
に
お
い
て
従
う
べ
き
規
範
を
明
ら
か
に
し

て
い
る 。

サ
ン
・

ジ
ヨ
ヴ
ア
ン
ニ
・

エ
・

パ
オ
ロ
の
工一房
で
の
修
復
作
業
は
次
の
よ

う
に
組
織
さ
れ
て
い
た。
ま
ず
検
査
官
は、
修
復
を
必
要
と
す
る
絵
画
を
三

段
階
に
分
類
し
た
り
ス
ト
を
公
表
す
る 。
（
a）
緊
急
の
修
復
を
要
す
る
絵
画

（
一
ピ
エ
デ
〔二
九・
六
セン
チ
メ
ートル〕

平
方
に
つ
き
二
0
リ
ラ
の
支
払
いて

（
b）
相
当
程
度
に
修
復
を
必
要
と
す
る
絵
画
（
一
ピ
エ
デ
平
方
に
つ
き
十
四

リ
ラ） 、
（
C）
修
復
の
必
要
性
の
少
な
い
絵
画
（
一
ピ
エ
デ
平
方
に
つ
き
八
リ

( 10 ) 
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フ、・J。エ
ド
ワ
l

ズ
は、
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
の
最
良
の
修
復
師
で
あ
る
ジ
ユ
ゼ
ッ
ペ

ニ
コ
ロ
・

パ
ル
ダ
ツ
シ
l

ニ
ZR0
5

ベ
ル
タ
l

ニ
E
5
8
宮
容
量
良 、

回白
E
g回
E 、
ジ
ユ
ゼ
ツ
ペ
・

デ
ィ
ツ
ィ
ア
l

ニ
岳
民自
宅o
u
E
B－
を
独
占

的
に
確
保
し、
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
ま
り
重
要
で
な
い
作
業
に
の
み
従
事
す
る
四

名
の
助
手
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た。
す
べ
て
の
絵
画
は
工
房
に
保
管
さ
れ
ね

ば
な
ら
ず、
複
製
を
つ
く
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た。
エ
ド
ワ
i

ズ
は
ま

た、
検
査
官
と
修
復
師
の
義
務
の
リ
ス
ト
を
作
成
し、
そ
の
な
か
で
近
代
的

修
復
の
基
本
原
則
の
一
つ
を
先
取
り
し
て、
使
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
材
料
は

可
逆
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い、
と
述
べ
て
い
る。
残
念
な
こ
と
に
エ
ド
ワ
l

ズ
は
彼
自
身
が
用
い
た
修
復
方
法
に
つ
い
て
あ
ま
り
記
述
を
残
さ
な
か
っ
た

た
め、私
た
ち

に
は、
メ
リ
フ
ィ
ー

ル
ド
の
言
及
や
エ
ド
ワ
l

ズ
自
身
の
修

加酬

復
報
告
書
か
ら
推
定
さ
れ
る
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い。

エ
ド
ワ
！

ズ
は、
最
後
に、
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
崩
壊
と
フ
ラ
ン
ス

の
占
領
と
い
う
悲
劇
的
な
時
代
に、
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
の
美
術
作
品
を
保
存
す

と
い
う
の
も、
彼
は、
ナ
ポ
レ
オ
ン

る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た。

の
命
令
で
廃
止
さ
れ
た
修
道
院
や
教
会
か
ら
流
れ
込
ん
だ
全
て
の
作
品
を

（
分
散
と
破
壊
か
ら
そ
れ
ら
を
守
る
た
め）「
ア
ッ
カ
デ
ミ
ア」
と
国
家
の
コ

酉

レ
ク
シ
ヨ
ン
に
割
り
当
て
る
権
限
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る。
一
七
九
七

年 、
サ
ン
・

ジ
ヨ
ヴ
ア
ン
ニ
・
エ
・

パ
オ
ロ
の
工
房
は、
軍
事
病
院
に
変
え

ア
ツ
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
の
管
理
人
に
任
命

ら
れ
廃
止
さ
れ
た
が、
晩
年
に、

さ
れ
た
エ
ド
ワ
l

ズ
は、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
l

ノ
の
《
聖
母
被
昇
天》
の
よ
う
な

重
要
作
品
に
対
し
て、
不
適
切
な
修
復
を
行
わ
せ
て
い
た
館
長
レ
オ
ボ
ル
ド
・

チ
コ
ニ
ャ
l

ラ
と
執
劫
な
論
争
を
繰
り
広
げ
た。

彼
の
最
後
の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
『
絵
画
修
復
学
校
計
画
案
可
否
官
き

』号

室a
R
S
E
S
EhH
S
E
S
P
－
s
ミ』
（
一
八
一
九
年）
は、
彼
が
す
で

に
十
九
世
紀
に
お
い
て
い
か
に
専
門
家
の
育
成
を
修
復
の
基
本
的
な
課
題
の

一
つ
と
見
な
し
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る。

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
十
八
世
紀
の
美
術
品
保
存
に
関
心
を
抱
く
者
に
と
っ
て

そ
れ
は
他
の
政
変
劇
と
同
様、
芸
術
的
遺

産
に
多
大
な
損
害
を
も
た
ら
し
た。
す
で
に
一
七
九
二
年
に
は、
学
術
的
・

そ
れ
自
体
重
大
な
事
件
で
あ
り、

芸
術
的
に
価
値
あ
る
も
の
を
除
き、
封
建
制
の
全
て
の
記
念
建
造
物
を
彼
壊

す
る
こ
と
が
布
告
さ
れ
る
が、
そ
の
取
り
壊
し
は
個
人
に
請
け
負
わ
れ
て、

十
九
世
紀
の
初
め
ま
で
続
け
ら
れ
た。
王
や
逃
亡
し
た
貴
族
の
財
産
は
売
却

に
付
さ
れ、
そ
の
結
果
多
く
の
家
具
調
度
や
美
術
品
が
ロ
シ
ア
の
エ
カ
テ
リ
l

ナ
女
王
や
イ
ギ
リ
ス
貴
族
の
代
理
人
に
よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
た。

固
有
化
さ
れ
た
美
術
品
は、
当
初
プ
テ
ィ
・

オ
1

ガ
ス
タ
ン
修
道
院
に
設

置
さ
れ
た
保
管
所
に
収
容
さ
れ
た
が、
一
七
九
一
年
に
は、
芸
術
的
・

学
術

的
に
有
益
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
全
て
の
作
品
が
ル
1

ヴ
ル
宮
殿
に
集
め
ら

れ、
そ
こ
で
（
J
・
L
・

ア
ッ
カ
ン
に
よ
っ
て）
修
復
も
施
さ
れ
た。
し
か

し、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド、

I
・

M
・
ピ
コ
l

は
揃
っ
て
そ
こ
で
行
わ

ル
プ
ラ
ン、

れ
た
修
復
を
批
判
し
て
お
り、
乙
の
美
術
館
の
保
存
管
理
は
あ
ま
り
適
切
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い。
J
－

M
・
ピ
コ
1

は
一
七
九
三
年
に
『
今
日

の
絵
画
修
復
に
用
い
ら
れ
る
修
復
方
法
の
不
都
合
に
関
す
る
私
見

。
～vh
sta
g同
句史『
吉
宮町
s
t一向認定認官
官h
E
言
言語H
h叫色
司暗
号m
g
A志向
吉諸

問、語、
S、問
、。史『
E
SE
8
5
宮崎～
g
『町長信史認k
g
遣問
～－hS同色
と
題
す
る

論
文
を
執
筆
し
て
い
る
が、
こ
れ
は
一
七
八
六
年
の
エ
ド
ワ
l

ズ
の
報
告
書

）
 
－

 
1
 
（

 



西洋 に お け る 美術品修復の歴史 ｛上）

と
と
も
に、
十
八
世
紀
が
保
存
の
分
野
に
お
い
て
我
々
に
与
え
た
最
も
啓
蒙

種の板絵はごくわずかしか現存していないため 、
文献の記述を確認

的
内
容
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る。

することはできない．
古代の板絵としては 、
フアイユlムの小板絵

（紀元一
｜四世紀作）
の他に、
コリントスに近いクシカストロで一
九

原
註

三四年に発見された小さな板絵三点のみ（推定年代およそ紀元前六

）
 
咽A（

 
幸いにも 、
修復の歴史に関しては 、
A－
コンティの優れた詳細な

世紀中頃）
が残っている。
これらの板絵は糸杉の板（石脅と謬を主

研究 、

h旬。、4a
s～、asgs－
玄ロgo－
－由認
を参照することができる。

同書は書名を

h言、E
S～、aS
HS司
SF

ga崎町、てぬきミ
aE向。、問、両

成分とする地塗りを施す）
の上にテンペラで描かれているが 、

イユ！ムの板絵は 、
ほとんど常にアカシアかエジプトイチジクの板

民同、室町
と変えて 、
再編集 、
改訂 、
増補され 、

の上にエンカウスティック［織を展色剤とする絵画技法］
で描かれ

一
九八八年にミラノか

ら出版された。
修復の歴史に関する本書の記述は非常に簡略である

ている。
この種の蝋函は 、
多くの場合 、
蝋を主成分とする保護層で

ため 、
より深い知識を得るためには上記の二冊を参照されたい・
ま

覆われた。

た
一
九七三年のコンティの本の序文として発表されたR・
ロンギ

板絵の場合でも 、
木彫の場合でも 、
古代の人々
は木喰い虫の害を

の論文「絵画作品の解説と保存の問題」
（一
九五六年のソルボンヌで

防ぐのに大きな効果をもっ樹脂分の多い硬い木材を好んだ 。
また
虫

の彼の講演のテキスト）
を一
読する乙ともお勧めしたい（ロベルト・

害対策として 、
木彫に（その目的で聞けた穴に）
ラヴエンダlやシ

ロンギ『芸術論叢Ilアツシジから未来派まで』
岡田温司監訳 、
中

トロンの油などの芳香油を注入した。

央公論美術出版 、

文献からは 、
古代においても贋作が作られていたこと 、
また既に

一
九九八年 、
に所収） 。

(2) 

ウィトルウィウスの書からは 、
古代人がフレスコ
画のためのイン

当時から同時代の美術は常に正しい
評価を受けていたわけではない

トナコ
（漆喰）
層の準備にいかに細心の注意を払ったかが分かる

ことが分かる・

（『建築書』
第七書 、
第三章 、
森田慶一
訳 、
東海大学出版会 、
九
，、

実際 、
パエドルスはその『アイソポス風寓話集』（第五巻）
で次の

九年 、
三三五｜三三七ページ） 。
イーゼル・
ペインティング［画架に

ように述べている。

のせて制作する板絵］
の画材選択に対して払われた
注意については

この本でときおり 、
私が長年思を受けてきた

おそらくあまり知られていないが 、
これに関しても古代文献には数

アイソポスの名を出すとしたら

多くの証言を見い出すことができる（たとえば 、
プラトンは 、
板絵

それは私の本に信用を与えるためなのだ 。

の支持体として糸杉を推奨したのに対し 、
プリニウスはカラマツが 、

今日のある種の美術家たちだって

ポリュ
クスはツゲがより適していると見なした） ＠
残念ながら 、
この

値段を吊り上げるために

ファ

( 12 ) 



新しい大理石像にプラクシテレスの名を刻んだり

チヨの追随者によって広範囲に加筆された。
ローマ中央修復研究所

銀細工にミュロンの名を記したり

において
修復されたとの
板絵については 、
。・回
B＆

M3向。コ。

品川～

絵にゼウクシスの名を書き込んだりしている。

SHSF
同aOEO－
Z8・司・宏
を参照 。

羨望が高じて現代の傑作よりも

(6) 

この処置は 、
ヴアザlリによって次のように厳しく批判されてい

古い贋物の方が尊敬を集めているからなのさ 。

る。
「損傷がひどいと恩われたためか他の画家たちによって加筆され

（イタリア語版
巴e
E包・
3aT。．
守＼号。～F
図。－。官p
zs・唱・MM日）

たが 、
いっそうひどくなってしまったJ
（〈ER－－
h同
ミm－
白色・
。・

(3) 

大理石像には 、
「ガノlシス胴gog」
と呼ばれる蝋を主成分とす

呂田自由民・
g－・
戸
唱・20・
邦訳『ルネサンス画人伝』
平川祐弘他訳 、

る保護層が塗られた（ウィトルウィウス『建築書』
第七書 、
第九章 、

白水社 、
一
九八二
年 、
「フラ・
アンジエリコ伝」
八三ページ 、
ただし

邦訳 、
三五九ページ） 。
彫像に彩色を施さなくなった前回世紀からは 、

訳文は訳者による） 。

（うすめた灰汁で）
彫像を洗って古いガノlシスを除去し 、
新しいガ

(7) 

ラオコlンの修復に関する研究は多くあるが 、
特に以下を参照 。

ノlシスを塗布することが頻繁に行われるようになった。
この種の

同・

〈白『問問回目。

同時白Haz－ －d宮島O唱団円
宮

門目的民ZN－o回白色回目F880回件目J仲間

作業が 、
彫像の彩色を取り返しのつかないほど傷つけてしまったこ

同宅aHQ弘氏～目立SS
込昌
吉、町内白
念隔叫宮内hS3a
s～～ 、
白河F
－由日品w司－
F向同一mr

窓口
江田M江白
民国白色回目FgnnD回HOJ
EAHH旬
、町一～FH
hu。ミ芯ns

angn崎町若宮
3E
banH

色町旬 、
ミnbs～。匂b・
日・
呂田cu
d弓・。BEE－ 窓口F880固定C
E
SSEO

RE－町田SEO
BEnF0 3．
冒

』uaE同SF
Z－M∞戸
店足首
および前記の

とは明らかである（ギリシアの
彫刻と建築の彩色については 、】M
・

宮
由同町由巳－
Aミ内向
S～ss
n片足FH
ヨbaRHS同同室内
丸色
遣SESS
Hh・
回
Rr

52・唱・叶zp
および註4に挙げる
〉・
忍冊目回目白O
〈HERO
の文献を参照） 。

ブロンズ像もまた、
保護膜（松脂を主成分とする）
によって覆われ

V向。znno
〈HwnnRD
の文献 。

たが 、
プリニウスが言うように 、
それはまた金属の反射を和らげる

(8) 

。・〈a
Rr
hA刊でhHm色町 、』唱陶酔

mnhmwhSHhhu言。3hgb。ミ内白、町営符3 ．wM担

tb.3 3 (2003) 

目的をもっており 、
時々
新しく塗り変えられた。

同
島民自0・

忠岡町民P
Egu
g－－ロ・
唱－u品・

宮 室

t f 
s· 8 
b:o � 。 －
[ � き 五
;:... .0 
� ri 
�. 0 
� � 
� �－ 
戸 S

0 
笠 宮
巡 回。
プ士 官
民 2に D
ft � る 雪修 。

(4 ) 

(9) 

。・〈訟E－
E
ミタ
〈宮
島
ES回仲
間口oa－－－（邦訳『続ルネサンス画

人伝』
平川祐弘他訳 、
白水社 、
一
九九五年 、
「ルlカ・
シニョレッリ

愛知県立芸術大学紀要

復および古代から今日までの考古学財の修復の

原則と方法について

伝
一
九二ページ 、
ただし訳文は訳者による） 。

(10) 

は 、
委曲を尽した決定版である
〉・
玄mzn8
〈gnR0・
AE』E守同区内

ヒコ
§: fl' 
遺 言
Rト �＝＝ 回白
三・ � � ＇、

�－ � 
ミ ；；；·

� � 
� 辺

ミ 督、e、
雪 ZP 旦
さ� 8 日 句．国"' 
�－ co P 自
白官 町3＂＂ 』ー
ァa 6 "" 
よ 円
前 E
F司 R

、SHAM唱。・
窓口g。・
－Eg・
を参照のこと 。

(5) 

この聖母子園は 、
一
二六O年頃に制作され 、
十三世紀末にドウツ

この
問題に関しては
〉・
巴SF
EHS是白ミ芝』町宮町s
bbhE
R弘正

( 1 3 )  



西洋にお け る 美術品修復 の歴史 （上）

～s
an
S
28
b～
害ミ尚
喜君。・
U
EP
－∞aE
（
初
版
E
EDP
－
EC）
の

カ
ジ
ャ
l

ノ・
デ・
ア
ゼ
ヴ
ェ
l
ド
は 、
こ
の
方
法
は
お
そ
ら
く
こ
の
頃
発
見

第
八
章
「
ト
レ
ン
ト

公
会
議
と
宗
教
美
術」
（
邦
訳 、
A－
プ
ラ
ン
ト
『
イ
タ
リ

さ
れ
た
古
代
ロ
l

マ
の
フ
レ
ス
コ
画
か
ら
ロ
ツ
シ
が一示
唆
を
得
た
の
で
は
な
い

一
九
六
八
年） 、
お
よ
び
同
N
3・

か
と
推
測
し
て
い
る 。
薄
い
支
持
体
に
前
も
っ
て
描
か
れ
た
フ
レ
ス
コ
画
の
各

ア
の
美
術』
中
森
義
宗
訳 、
鹿
島
出
版
会 、

を
参
照
の
こ
と 。

部
分
を
金
属
の
鐙
で
墜
に
取
り
付
け
る
方
法
は 、
古
代
ロ
l

マ
で
は
日
常
的
に

E
EE
同
町
S旬、。、町、
ミP
YA－－
SD・
－喧印吋・

（ロ）

バ
ル
デ
ィ
ヌ
ツ

チ
は
実
際 、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る 。「
江町。ユお
〔
再び

行
な
わ
れ
て
い
た 。

(15) 

花
が
咲
く
こ
と 、
つ
ま
り
作
品を
修
復し
て
締
麗に
す
る
こ
と〕
と
は 、
低
級
な
人
々

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
他
の
画
家
の
作
品
の
偽
造
が
か
な
り
広
く
行
な
わ
れ
て
い

が
そ
の
耐
え
が
た
い
愚
行
を
表
す
た
め
に
用
い
る
低
俗
き
わ
ま
り
な
い
言
葉
で

た
こ
と
は 、
ピ
エ
ト
ロ・
リ
l

ベ
リ
の
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
で
の
デ
ヴュ
l

の
挿
話

あ
り 、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
黒
ず
ん
だ
古
い
絵
を 、
未
熟
な
絵
描
き

か
ら
も
証
明
さ
れ
る 。
事
実 、
ピ
l

ロ
は
次
の
よ
う
に
述べ
て
い
る 。
「
リ
l

べ

の
手
で 、
し
ば
し
ば
新
し
い
色
で
塗
り
込
め
さ
せ 、
そ
れ
に
よ
っ
て
絵
の
美
し

り
は 、
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
の
難
し
く
用
心
深
い
美
術
界
で
成
功
す
る
た
め
に
は 、

さ
だ
け
で
な
く
古
い
時
代
の
称
賛
す
べ
き
要
素
ま
で
損
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

そ
こ
に
こ
っ
そ
り
と
入
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 、
そ
し
て
閉
鎖
的
な

指
す：：： 。
無
知
な
人
々
は 、
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て 、
古
い
絵
画
を
洗
浄
す
る

妬
み
や
嫉
妬
を
呼
び
起
こ
さ
な
い
よ
う
に 、
自
分
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
隠
す

こ
と
を
も
指
し
て
い
る
が 、
そ
れ
は
時
に
は
大
理
石
を
荒
削
り
す
る
と
き
で
さ

こ
と
が
有
利
で
あ
る
こ
と
を
察
し
て
い
た 。
こ
う
し
て
彼
は
古
い
板
や
カ
ン
ヴ
ア

え
し
な
い
よ
う
な
横
柄
さ
で
も
っ
て
行
な
わ
れ：：：
洗
浄
の
名
の
下
に 、
グ
レ
ー

ス
に
聖
母
や
そ
の
他
の
絵
を
描い
た
が 、
少
な
く
と
も
そ
の
二
枚
は 、
グ
イ
ド・

ズ
や
中
間
色 、
さ
ら
に
作
品
の
完
全
さ
の
重
要
な
要
素
を
な
す
最
終
的
な
仕
上

レ
l

ニ
の
作
と
し
て
通
り 、
非
常
に
美
し
い
作
品
の
発見
の
一
つ
と
し
て
驚
き

げ
で
あ
る
補
筆
さ
え
消
し
去っ
て
し
ま
う
危
険
に
絵
を
さ
ら
す
の
で
あ
る 。」

を
も
っ
て
迎
え
ら
れ：：：
長
い
間
気
づ
か
れ
な
か
っ
た」
（

EH
ιeEE 

(13) 

回目Fn
g
gnE
内在日 ・
0凹唱団
ezロD 3．
吉
hs込
匂色、
R
SF
Z－
p
mogp
－由∞N） 。

。・
何
回刊ロロユa
hn
ミ同町
民民
、定。
ュ

hRミ旬。ミ
向
。、円缶凡なミ
ョ。九尚
喜子

局。ョa－
－
q『M
（
再
版

及
び

bn口『町
、4N九。辺町

丸内川口町

(16) 

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
に
お
い
て 、
室
内
装
飾
に
合
わ
せ
る
た
め
に
絵
画
が
ど
の

HC江田0・
H
q『AY
司自品田）

き
さ陶
芸

会ミ同
§

ミ5
F
弘、句、守
言
語
S
Eヨ
ミ
を
E
R。

よ
う
に
手
直
し
さ
れ
た
か
を
示
す
典
型
的
な
例
は 、
パ
オ
ロ・
ヴヱ
ロ
ネ
l

ゼ

s
ss
p。
えぬ～
EHhn
言。・
河口自P
－
SF

司・
2・
g
を
参
照 。

aaz

 

の
《
レ
ベ
ッ
カ
と
ヱ
レ
ア
ザ
ル》
を
表
す
カ
ン
ヴ
ア
ス
画
で
そ
れ
は
暖
炉
の

PA－
n
a
gED
含
〉N目
gι0・
J－
吉go
＝
8
円笠宮
崎
呂
志
百四
E－5F町
田回目吋

上
の
ス
ト
ウ
ツ
コ
の
額
縁
に
挿
入
す
る
た
め
に
不
適
当
に
拡
大
さ
れ
た
（〉・

『O
BR四
回－

J同時四国
各
戸
B
』窓口内さ
さ
え内包
叫－
n－
hN－－
Z・
ア∞
L由
日－－

内川口ロE・
。、－nむよ
1
3
参
照） 。

こ
の
方
法
の
発
案
者
は
画
家
ジ
ヤ
ン・
フ
ラ
ン
チェ
ス
コ・
ロ
ッ
シ
（
マ
ラ
ツ

）
 
口（

 
こ
の
筒
題
に
つ
い
て
は 、
「
回C司自＝r
dBE
Eg
n同町田富
民国51
5
司自
55

タ
の
監
督
の
も
と
で
仕
事
す
る）
で
あ
り 、
こ
の
処
置
が
行
わ
れ
た
の
は一
六

e－
｝4
8
白－
Z
2 ．J
E
旬。～～
皇宮。
尋～～J戸
内－
hf
Z0・Mg品・
－E
g
を
参
照 。

四
O
｜

七
七
年
（
ロ
ツ
シ
が
ロ
I

マ
に
滞
在
し
て
い
た
期
間）
と
考
え
ら
れ
る 。

十
八
世
紀
の
修
復
分
野
に
お
け
る
大
発
見
は 、
疑
い
な
く
絵
画
の
「
移
し
替

( 14 ) 



え」
であり 、
これは絵具層（板ないしカンヴアスの）
を新しい
支持

れ 、
詳細な報告書が作成されたが（巻末文献を参照） 、こ
のことは 、

体（カンヴアス）に
移動させることである。
この技術の発案者は正

修復においても 、
新しい科学的メンタリティーが定着しつつあった

確にはピコーではないが 、
彼の試み以後 、
この方法は一
般に広く知

ことを示している。
その一
方で 、
そのわずか五十年前には 、
ピコl

られるようになった。
この処置法はリアlリオという人物 、
「イタリ

は移し替えの方法を極秘に隠していた。こ
の報告書の中の最も興味

ア紳士で優れた画家 、
物理学 、
医学 、
化学 、
光学に秀でた専門家」

深い部分は 、
既に挙げた「
切口司自患
の文献（
司・∞M）
に引用されてい

によって
こ
七三O｜一
七四O年頃）
フランスにもたらされたらし

る

It � 

）
 
1

 
2

 
（

 
第七章「カンヴアスへの移し替え」
の節を参照 。

また
それ
以前にナポリでも
移し
替えが行なわれた
らしい

（の
者自白色O
E
3色0・
dE
go－恒国間唱。－m
g田
島
SS
5ロ町
二否。

(22) 
回・
者同58・
。、－npw唱－g・
この繊細さを示す証拠は 、
十七世紀に書

対〈園田町gsj
s

hw之宮号。
§～戸内・』F
Z0・？
sgを参照） 。

かれたジヨ
ヴアン・
パツテ
ィス

タ・
ヴオルパlトの
『絵画保存法

(18) 

これは部分的にのみ正しい。
というのも 、
ピコlはかなり高い報

ミミ。
§
育、号、同え

え骨量同雪。』
（パツサlノ手稿 、
一
六七O年以降）

酬を要求したとは言え 、
最後には大幅な値引きに応じたからである。

にも見られる。
「：：：良い保存状態の作品は決して洗浄してはならな

たとえば 、
アンドレア・
デル・
サルトの《慈愛》
の移し替えには六

い：：：洗浄をすれば容易に壊れてしまうので 、
手引書どおりにする

千フランを請求したが 、
実際には二
千五百フランを受け取ったにす

わけにはいかない。
というのも洗浄しすぎると 、
作品の仕上げであ

ぎず 、
また
《大天使聖ミカエル》
でも報酬額は一
万一
千フランから

る最後の補筆まで擦り減らしてしまうからである。
私は 、
何をして

七千フランに引き下げられた。
後者のカンヴアス移し替えの報告書

いるのか分かっていない無知な人々
によって 、
こうして多くの絵が

で 、
ピコlは 、
（おそらく高い請求額を正当化するためもあって）自

損なわれるのを見てきた。
さらにまた、
板絵やカンヴアス画の洗浄

分の仕事の危険性と労苦を強調し 、
とりわけ 、
きわめて毒性の高い

も見たが 、
これらは洗浄されると皮を剥がされたようになってしまっ

No.3 3 (2003) 

物質を使用せざるをえなかったことに言及している

た。
なぜなら下地の石膏が湿気に反応して 、
浮き上がってしまうか

(19) 
一
七五O年 、
ルイ十五世は王室コレクションの絵画を公開するこ

らである。
というわけで良い保存状態の作品を洗浄するのはまった

とを決定した。
その管理保存は 、
修復も監督していた役人に委ねら

く狂気の沙汰である」
（〉・。gz・
。、・np司・定） 。

愛知県立芸術大学紀要

れたが 、
作品の修復はピコーのような「自由な職業修復師」
と 、
王

(23) 

宮－
P胸囲go品目

〉85ι0・
ィ82広
岳民四品色
彩58
55N－s。唱。
二四

室ギャラリーの「公認修復師」
であったゴドフロアやコリンズのい

。司四円。弘
正岡AO －－・
5旬。～～同ミョ。
九億川司 、h－nh－
Z－u・kr－由市町｛）・

ずれにも任された。

ヴエ
ネツィア共和国の美術品保護の措置に関しては 、
A－
ゾルツイ

(2的

この移し替えは 、
化学者と画家からなる特別委員会によって行わ

によってヴエ
ネツィア精神に溢れた面白い逸話が紹介されている。

( 1 5 ) 



西洋 に お け る 美術品修復 の歴史 （上）

「：：：サンタ・
マリア・
フオルモlザ地区の貴族グリマlニは 、
彼の

一
八O七年に建築家ジャンアントニオ・
セルヴアが油彩画の洗浄方

邸宅の中庭に置かれていたロlマ時代の大きなマルクス・
アグリツ

法に関して彼にした質問への返答からは 、
エドワlズがこの処置に

パ像を外国に売ろうと考えた：：：［しかし］
最高裁判所はこの町の

対してきわめて慎重であったことが分かり 、
実際 、
次のように記し

芸術的遺産が流失することを好ましく思っていなかった。
こうして 、

ている。

ある朝 、
この貴族は怯えた
召使たちに起こされた。
中庭にはクリス

「もし絵画が基本的に良好な状態であると認められるなら 、

トフォリなる人物が立っていた
［彼は裁判所の
「使い走り」
であっ

なる一
般的な洗浄の方法によっても 、
単純な洗浄でも複雑な洗浄で

た］ 。
彼は恭々
しい態度で彫像の前に立っていたが 、
この貴族が 、

も 、
軽い洗浄でも強い洗浄でも 、
その状態を改良しようとはしない

体何をお望みか、
と尋ねると 、
「私はマルクス・
アグリツパ殿が旅立

で下さい。
絵画の洗浄は 、
修復技術のきわめて本質的な部分であり

つ品別に 、
そしてその持ち主のチエレンツァ・
グリマlニ殿に 、
良い

それはまさに絵画の物質的状態が良好なときになされるものです 。

御旅行を 、
と言うためにやって来ました」
と答えた。
貴族は 、
もし

しかしこの洗浄は 、
認識と実践の欠如から主張された、
あの一
般的

像を売っていたなら追放されていたことを理解した。
そして 、
この

洗浄というおめでたい
概念とは全く似て非なるものなのです 。
冷た

売買は立ち
消えになっ
た」
（
〉－
NO
Rr
hb
河内、どFFbnb
え
た
h

E岩崎

い真水で画面全体を洗うことも 、
特に大画面の場合には 、
ほとんど

E－
go－
－喧4
P
司・品∞】）

の場合悪い
結果をもたらさずにはおかず 、
作品の外観が得る利点は

”“

 

ミ・

』ua
sh
宮
崎・

ほんの僅かか何もないかです 。
油分の非常に多いワニスで覆われた、

。‘ANS
ミ

玄．
司．
室町
同止
問。－向田

『－τEHH
なhN口『
。、崎

』『同町内
A

FD固円四op
－∞九日申．

亀裂の全くない
絵画は別ですが 、
ふつう小型の絵でない限りそうい

メリフィールドの情報は 、
アツカデミアの
古文書の中から彼女が

うことはないので 、
同一
の絵画の各部分に見い出される様々
な必要

発見した、
エドワlズの息子が父親の活動について記した手稿から

性に応じて 、
洗浄方法を変えずに全体に均一
な洗浄を施すことので

推測したものである。
メリフィールドから知られることは 、
たとえ

きる場合はきわめて稀です 。
このように洗浄方法を変化させる知恵

ば 、
裏打ちが小麦粉糊で行なわれたこと（また熱した
砂が重しとし

て用いられたこと） 、
補彩がワニスで行なわれていたことなどである。

は 、
単に画家がその作品の様々
な箇所に用いた技巧のメカニズムに

よるのでも 、
また
経年により生じた
様々
な現象（そして同じ画面上

残念ながら 、
エドワlズが実施した処置の報告からも 、
彼が作成し

に不均質に発生しうる複雑多様な偶発的現象）
によるのでもなく 、

た検査官と修復師の義務に関する「規定」
からも 、
エドワlズの方

作品の制作中に画家自身の頭脳と想像力を導く理論と天性の認識に

法論に関する基本的な重要な情報は多少あるとはいえ 、
彼が用いた

非常に大きく依存しています 。
しかるべ
き範囲でこれらすべての知

修復方法についてはほんの僅かな情報しか得られない。
たとえば 、

恵に通じた
師匠はほんの僅かですが 、
実際には 、
博識の人より実践 いか

( 1 6 ) 
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の知に通じた人が好まれるべきなのは確かです 。」

また
彼が用いた洗浄の方法についても 、
次のような短い
覚書が知

られている。
「前もって水で洗浄した
絵の表面に卵白を塗り 、
これを

三 、
四日寝かした後 、
ぬるま湯か牛乳で除去した。
卵白がうまく除

去できない
部分には白ワインを用いた。
蒸留酒や石鹸を用いる場合

は 、
慎重な判断のもとに行われた」
（〉－
P回弁
さ－np
sお暗唱・コ∞） 。

(25) 

この
時期のヴェ
ネツィアの
苦難にみちた
出来事については
〉・

NoE
の優れた著書
明、SRS

hSヨ』gab－

ESE－
54N（第二版－申43 、

および
po
gNO『
監修の展覧会カタログ
。宮司
高言語言。
言
、2 ．Hhb・

－由∞叶
を参照 。
またナポレオンによるヨーロッパにおける美術作品の

略奪とフランスへの移送を概観するには 、
同y
t司gnvR・
N
・》ミ丸 、号芯－

ミ令官～gsnn
E

ミBas
hE
E号員
JEEP
－坦∞∞
を参照のこと 。

訳

者

後

記

本
論
は、

h

sH
S
E

h同同町

、
守
宮
位

向

S
F

h
g
Ehミロ
宮町内～hSミa－H向。ミ同町同町内誌叫n
r・

匂全国同（U由同
盟
BS

F出件。『刊）・

。
吉田

呂田昌5

3
自国
EF

－由∞少
の岳－H・
∞同O
B
円四四日
号∞SE0・
宅－－4’色

の
翻
訳
で
あ
る。

の
前
半
部
分
（司・
コE
2）

こ
の
第
一
章
「
修
復
の
歴
史」
は、
「
古
典
古
代」
「
中
世」
「
ル
ネ
サ
ン
ス」

「
宗
教
改
革
と
反
宗
教
改
革」
「
十
七
世
紀」
「
十
八
世
紀」
「
十
九
世
紀」

十
世
紀」
の
八
節
か
ら
成
っ
て
い
る
が、
本
号
で
は
「

古
典
古
代」
か
ら

「
十
八
世
紀」
ま
で
を
訳
載
し、
残
る
二
節
は
次
号
に
載
す
る
予
定
で
あ
る。

著
者
ジ
ユ
ゼッ
ピ
l

ナ
・

ペ
ル
ジ
1

ニ
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ

う。
彼
女
は、
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
エ
ス
テ
大
学
で
近
世
美
術
史
を
専
攻
し
た

後
（
一
九
七
八
年
卒
業） 、
ウ
l

デ
ィ

ネ
州
の
パッ
サ
リ
ア
l

ノ
州
立
修
復
専

門
学
校
で
修
復
土
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
を
取
得
（
一
九
八
O
年） 。

早
く
か
ら
美
術

史
研
究
と
美
術
品
保
存
修
復
の
両
分
野
で
活
動
を
展
開
し
た
後、

九
九

年
か
ら
ウ
l

デ
ィ
ネ
大
学
文
学
哲
学
部
の
文
化
財
学
科
（ue

RaBS円。
＆

で
教
鞭
を
取
る
よ
う
に
な
り、
現
在

∞件。旦曲目
叶ロ同町宮
内庁仲
田町民
のロ
宵同国】仲）

は、
同
大
学
で
美
術
技
法
史
28
E
骨
F
Rn巳nvo
RE田氏nFO）
担
当
の
助

教
授
を
務
め
て
い
る。

著
書
に
は、
本
書
及
び
そ
の
初
版

。患、。

SES同
ミ
茂己
主さ～hSミb－

同向。可九hH・
同町門誌
－kp同・

ロ金口m－
－
宮町）
の
他
に、
以
下
の
二
書
が
あ
る。

fち 包
� 8 
;;,' c: 

ミ E
i:: � ...... "' 

E 己
� � ;;:; �唱、 刷。 �：-

� � ～ ..，  -· --
� �ぇ河 町

ミ 注i::: 
� ，.：：：； 

唱. 'i包-· .-＝＝ ー州島町. � b 門
s::.... 日。 S'
とT R・
_c· o ロ0 
c::: -
ー ーロ <:O
.� <:O 。。
"" 0 0 炉・・・

さ
て
本
書
は、
第
一
章
「
修
復
の
歴
史」
に
始
ま
り、
第
二
章
「
修
復
の

理
論」 、
第
三
章
「
予
防
的
修
復」 、
第
四
章
「
科
学
と
保
存」 、
第
五
章
「
劣

化
の
要
因」 、
第
六
章
「
壁
画」 、
第
七
章
「
カ
ン
ヴ
ァ
ス
画、
板
絵、
木
彫」 、

第
八
章
「
古
代
の
絵
画
材
料」
と
い
う
章
題
が
示
す
よ
う
に、
絵
画
お
よ
び

木
彫
の
技
法
と
歴
史、
そ
の
修
復
の
理
論
と
方
法、
保
存
の
科
学
に
つ
い
て 、

総
括
的
に
論
じ
た
入
門
的
な
概
説
書
で
あ
る。

イ
タ
リ
ア
で
は、
特
に
一
九
七
0
年
代
以
降、
美
術
品
や
建
築
文
化
財
の

が
文
化
国
家
と
し
て
の
威
信
を
か
け
た
公
共
的
課
題

と
し
て
ま
す
ま
す
大
き
な
関
心
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
り、
全
国
の
い
た
る
所

修
復
（
レ
ス
タ
ウ
ロ）

（
教
会、
邸
館、
美
術
館
等）
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
修
復
作
業
が
ブ
！

( 1 7 ) 



西洋 に お け る 美術品修復の歴史 （上）

ム
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
て
い
る
が、
そ
れ
に
伴
っ
て
人
材
養
成
の
必
要
性
も

高
ま
り、
従
来
の
二
大
国
立
修
復
機
関
（
ロ
l

マ、
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ）
に
加

え
て、
地
方
都
市
で
も
修
復
専
門
家
養
成
の
た
め
の
公
私
立
の
教
育
機
闘
が

新
設
さ
れ
た
り、
そ
の
充
実
と
拡
大
が
計
ら
れ
て
い
る。
現
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
導
入
し
た
修
復
方
法
の
革
新
や
美
術
材
料
と
技
法
に
関
す
る
学
術
的
研
究

も
飛
躍
的
な
発
展
を
示
し
て
い
る。

こ
う
し
た
文
化
的
需
要
を
背
景
に、
チ
ェ
l

ザ
レ
・

プ
ラ
ン
デ
ィ
の
古
典

的
著
書、
『
修
復
の
理
論』
（
C
8
5
耳目白色r
poミむ
h宣
之hH
E
S
mo
gp

P
＆
L
・

モ
l

ラ、
A
・

】
芝山臼）
を
暗
矢
と
し
て、
U
・

パ
ル
デ
ィ
l

ニ 、

コ
ン
テ
ィ

等
に
よ
っ
て
修
復
理
論
の
構
築
が
図
ら
れ
て
き
た
が、
本
書
も
ブ

ラ
ン
デ
ィ
の
修
復
理
論
を
継
承
発
展
さ
せ
る
立
場
か
ら
書
か
れ
た
修
復
概
論

の
書
と
い
え
る。

岡
田
温
司
氏
の
監
訳
で
邦
訳
が
出
版
さ

た
だ
し、
最
近、

れ
た、
美
術
史
家
の
立
場
か
ら
の
鋭
い
現
状
批
判
と
ポ
レ
ミ
ッ

ク
な
論
調
で

貫
か
れ
た
コ
ン
テ
ィ
の
著
書
『
修
復
の
鑑

li父
差
す
る
美
学
と
歴
史
と
思
想』

（
あ
り
な
書
房 、

二
O
O
二
年）
〔
〉】町田田

宮内町。
。。ロ民・

phqssr
 

可
!!l -s::i s::: 可。

－
hX5〕
と
比
べ
る
と、
修
復
家
で
も
あ
る
著
者
に
よ
っ

叶
Oユロ0・

て
書
か
れ
た
本
書
は、
修
復
や
文
化
財
学
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
の
実
践
的
な

指
針
と
し
て
書
き
お
ろ
さ
れ
た
教
科
書
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る。

本
書
の
翻
訳
は、
イ
タ
リ
ア
現
地
に
留
学
し
て
絵
画
修
復
を
学
び

そ
の

実
践
と
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
三
人
の
若
い
女
性
修
復
家
た
ち
に
よ
っ
て
着

手
さ
れ
た
が、
森
田
が
そ
の
一
人
の
大
竹
秀
実
氏
を
通
じ
て
訳
稿
を
見
る
機

会
を
得、
今
回、
多
少
と
も
翻
訳
経
験
に
長
じ
た
美
術
史
研
究
者
の
立
場
か

ら
推
敵
を
加
え
て、
そ
の
一
部
を
活
字
化
す
る
も
の
で
あ
る。

ま
た
原
著
に
は
図
版
は
な
い
が、
入
手
で
き

註
は
す
べ
て
原
註
で
あ
る。

る
範
囲
で
必
要
な
図
版
を
付
し
た。
美
術
大
学
等
の
場
で、
修
復
や
文
化
財

学
を
学
ぶ
学
生
の
入
門
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
役
立
て
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ

る
以
下、
三
人
の
共
訳
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
紹
介
し
て
お
く。

大
竹
秀
実
（
一
九
九
五
年 、
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
芸
術
学
科
卒 。

大
学
院
文
化
財
保
存
学
専
攻
修
了。

化
財
保
存
科
学
修
了。

一
九
九
八
年 、
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
大
学
文

一
九
九
九
｜

二
0
0
0
年 、
イ
タ
リ
ア
政
府
給
費
留

学
生。
二
0
0
0
｜

二
O
O
二
年 、
文
化
庁
芸
術
家
在
外
派
遣
研
修
員
と
し

て
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
国
立
修
復
機
関
で
研
修 。
現
在、
東
京
芸
術
大
学
非
常
勤

講
師） 。

西
村
明
子
（
一
九
九
八
年 、
福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部
美
術
科
卒 。
二
O

O
O
年 、
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
の
C
E
g
E
S
E同m
g
R
e
s－白
色町ロ ・
〉同同町
の
二
年

S-: 

制
絵
画
保
存
修
復
コ
l

ス
を
修
了。
二
O
O
一
｜

二
O
O
三
年 、
フ
ィ
レ
ン

ツ
エ
大
学
文
学
哲
学
部
美
術
史
学
科
聴
講
生。
現
在、
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
国
立

修
復
機
関
付
属
学
校
陶
器
修
復
コ
l

ス
に
在
籍） 。

池
田
奈
緒
（
一
九
九
六
年 、
女
子
美
術
大
学
洋
画
科
卒 。
二
O
O
O
年 、

フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
の
C
E
S
E
S
H
良町
B
R
g
Ew
hu－－－
〉号
の
三
年
制
絵
画
保

存
修
復
コ
l

ス
を
修
了。
二
O
O
一
｜

二
O
O
二
年 、
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
国
立

修
復
機
関
で
研
修
後、
ト
レ
ヴ
ィ
l

ゾ
に
共
同
修
復
工
房
ロ
ッ
ソ
・
ド
ゥ
オ
l

ヴ
ォ
を
開
設） 。

〔
森
田
義
之〕 同

( 18 ) 
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（図 2 ） 「 リ ク ア ド ラ ト ゥ ー ラJ の例 （ギルラ ン ダイ オ工房による） ジ ヨ ッ ト 工房作 （図 1 ） 「サゴマ ト ゥ ー ラJ の例 ジ ヨ ッ ト工房作 《十字
《バ ロ ンチ ェ ッ リ 祭壇画 （聖母戴冠）》 、 フ ィ レ ン ツ 工 、 サ ン タ ・ ク ロ チ ェ 架 上 の キ リ ス ト 》 1 5 世 紀 前 半 に 切 り 取 ら れ る

聖堂 （サン ・ カ シャ ー ノ 、 サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ンニ ・ イ ン
スガー ナ聖堂）
［出典 A. Conti, Storia de/ resta11ro, Milano, 1 973] 

（図 3 ) （左） 「 リ ヲ ァ ド ラ ト ゥ ー ラJ の例 （1501年、 口 レ ン ツ ォ ディ ー ク レデ ィ に よ る ） フ ラ ・ ア ン ジ ェ リ コ 作 （（聖母子 と 四聖人》 、
フ ィ エー ゾ レ ‘ サ ン ド メ 二 コ 聖堂 （右） 当初の三連祭壇画の復元図
［出典 U. Baldini, L ’opera con伊／eta dell'Angelico, Milano, 1970] 

( 1 9 ) 



（ 図 6 ) 《 ラ オ コ ー ン ）） ロ ー マ ‘ ヴ ァ テ ィ カ ン
美術館. 1 960年の修復に よ っ てモ ン ト ル
ソ ー リ の付加部分が除去 さ れた状態を示
す．
［出典 F. Zcri (a cura di), Storia dell’arle 
italia11a, 10, Co11servazio11e, also, resta11ro, 
Torino, 198 1 ]  

（図 5 ) 《 ラ オ コ ー ン》 ロ ー マ 、 ヴ ァ テ ィ カ ン
美術館. 1 6世紀に G モ ン ト ル ソ ー リ に
よ っ て修復さ れた状態を示す．
［出典 F. Zeri (a cura di), Storia dell切·te
italia11a, I旦 Conse門店io11e.falso, rest削1ro,
Torino, 1 98 1 ]  

西洋 に お け る 美術品修復の歴史 （上）

（図 4 ） 「ア ・ マ ッ セ ッ ロ 」 に よ る フ レ ス コ 画剥
灘の例 ピエ ロ ・ デ ッ ラ ・ フ ラ ンチ ェ
ス カ 作

（
（ キ リ ス ト の 復，舌b ポ ル ゴ ・ サ

ン ・ セ ポル ク 口 、 市庁舎

（図 7 ) ピヱ ト ロ ・ カ ル ネ ヴ ァ レ に よ る修複と加筆 （1 566 72年） 斜線部分］
ミ ケラ ン ジ ェ 口 作 《 ノ アの燭祭》 ロ ー マ‘ シ ステ ィ ー ナ礼拝堂天井商
［出典 F. Mancinelli, Michela11ge/o La Cappel/a Sislina Rapporto sul r印刷m degli affreschi de/la volta, 1994] 

( 20 ) 



愛知県立芸術大学紀要 目o.33 (2003) 

・・ セ ツ コによる加銃部分 箆議 プ レスコ による柿き直し部分

（図 8 ） ダニエ ー レ ・ ダ ー ヴ オ ルテ ッ ラ に よ る加筆 と 描 き 直 しの部分 ミ ケ ラ ン ジ エ ロ 作 《最後
の審判》 ロ ーマ‘ システィ ーナ礼拝堂
［出典 F. Mancinelli, G. Colalucci, The Last Judgement The Restoration, New York. 1 999] 

7
一

フ
ジ

ラ
ネ’ν

 

復
ア
画

修
フ
壁

る
、
の

よ
房
ア

に
工
ジ

タ
と
ツ

ツ
ロ
ロ

ラ
ツ
邸

マ
エ
ナ

9
 

図
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（図1 1 ） ロ ッ ソ ・ フ ィ オ レ ンテ ィ ー ノ 、 （ニッ コ ロ ・ カ ッ サーナによっ
て画面が鉱大 さ れ、 1 700年頃の額縁に入れ られた状態を示す
（鉱張後の寸法350× 259cm） ‘ フ ィ レ ン ツ ェ ‘ パラ テ ィ ー ナ
美術館［出典 F. Zeri (a cura di) Sroria dell'arte iwliana, I 0. Conservazione fa/so. restauro, Torino, 1 9 8 1 ]  

（図13） ルイ ・ ア ッ カ ン に よ る カ ン ヴ ァ ス 移 し 普えの例
ラ フ ア ヱ ッ ロ 《フ ォ リ ーニ ョ の聖母）） ロ ーマ、 ヴァ
テ ィ カ ン絵函館

( 22 ) 

西洋 に お け る 美術品修復の歴史 （上）

｛ 図 1 0） ロ ッ ソ フ ィ オ レ ンテ ィ ー ノ 《デイ 家祭壇画）） 1 522年
頃、 フ ィ レ ン ツ 工 、 サ ン ト ー ス ピ リ ト 聖堂、
オ リ ジ ナル 額縁 に 入 れ ら れた状態を示す ｛画面の寸法

250 × 21 0cm) [tll典 F Zcri (a cura di) St01ia dell’arte itali削a, JO, Comervazione.falso, re.＜削uo. Torino, 198 1 ]  

（図12) R ピコ ー に よ る カ ン ヴ ァ ス移 し普えの例 ア ン ド レ 7 ・
デル サル 卜 作 《慈愛b パ リ ‘ Jレー ヴル美術館




